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1. 概要 と 設定 
1-1 概要 


本 ユニ ッ ト は 以下 の よう な 特徴 を 持っ て いま す 。 

今沢 用 の 1 Mbi t の S-RAM を 使用 する こと に より 、 従 来 の TNC と 同等 の 機能 が あり ます 。 

@ 通 信 プ ロト コル は 、AX . 25 Version2 Leve|l2 準拠 で す 。 通 信 相 手 と コネ クト 
すれ ば 、C RC チェ ッ ク + 再 送 方 式 に より 、 確 実 な デー タ 転送 が 可能 で す 。 ま た 、 コ ネ ク ト し な 
いで 情報 を 送信 ( ブロ ー ド キャ スト ) する こと も で きま す 。 

デジ ピー タ ( 中 継 局 ) に な る こと が で きま す 。 

@⑱ メ ッ セ ー ジ ボー ド 機能 を 持っ て いま す 。 

@P T 本 等 の 無線 機 の 制御 や 、 各 種 L ED 制御 の ポー ト が 用 意 さ れ て いま す 。 

@⑯ ホ スト と の 通信 は 、600 ~-19200bps 非同期 レ リ ア ル 通 信 で す 。 

@GPS と の 連携 を 強化 し まし た 。GPS か ら の 情報 を 、 内 部 で 処理 ・ 変換 し 、 ビ ー コ ン と し て 一 定 
時 間 間 隔 で ブロード キャ スト する こと が で きま す 。 こ れ に より 、 移 動体 管理 シス テム の 移動 局 側 シ 
ステ ム は 、 本 ユニ ッ ト と 無線 機 と GPS と が あれ ば 、 構 成 で きま す 。 

@ ア メリ カ で 普及 し て いる APRS の ネッ トワ ー ク が 使用 し て いる 、U| フレ ー ム の 特殊 中 継 機能 を 
持っ て いま す 。 こ れ に より 、 特 定 の 中 継 局 を 指定 し な く て も 、 広 範 団 に U り | フレ ー ム を 中 継 し て 
いく よう な ネッ ト ワー ク を 構築 する こと が 可能 で す 。 


1-2 EJ-50U の 設定 
1 . パソ コン の 設定 
無線 機 の D-SUB9 コネクタ を パソ コン に 接続 し ター ミナ ル ソ フ ト ウェ ア を 起動 させ ます 。 
ー ミ ナル ソフ ト の 通信 条件 は 以下 の よう に 設定 し て くだ さい 。 
【 パソ コン 設定 】 デ ー タ スピ ー ド : 9600bps 
デー タ 長 ・ 8 ビッ ト 
パリ ティ ビッ ト : ナシ 
スト ッ プ ビッ ト : 1 ビッ ト 
フロ ー 制 御 ・ Xor/Xoff 
設定 が 終了 する と ソフ ト を ター ミナ ルモード に し ます 。 
無線 機 の 電源 を の し ます 。 
(1F キ ー 押 し 後 、 ゆ L キ ー を 押し パケ ッ ト モー ド に する 。( 日 - 50U の 電源 の QJ 
無線 機 の ディ スプ レイ に [ TNJ が 点灯 し ます 。 


ーー 


1 


(2 パソ コン に スタ ー ト Q① メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
TASOO Radi o Mcdem 
AX25Level 2Version 20 
Rel ease 03/Dsc/99 3Cmip ver 1.08 
Ohecksum SO4 
Cc 
注意 ! Rel ease 以降 の 表示 部 分 は 出荷 時 期 に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 


ナビ ~ / パ ケッ ト 通信 を 終了 する に は 、 以 下 の 2 通り が あり ます 。 

(1)F キ ー 押 し 後 、 リ L キ ー を 押し 通常 モー ド に 戻る 。 
(無線 機 の ディ スプ レイ の [TNJ が 消灯 し ます ) 

( 2 無線 機 の 電源 を OF する 。 
( 次 回 電源 QN 時 に は ナビ ~ / パ ケッ ト モー ド か ら 始ま り ま す ) 

参考 ! 電源 を CFF に し た り 、 ユ ニッ ト を 取り 外し て も 設定 し た 内 容 は 記憶 し て いま す 。 
ナビ 通信 設定 し て あれ ば 、 電 源 QQ で ビー コン の 自動 発信 を 行い ます 。 


ー 3 . 通信 する た め の 設 定 
( 1) 自 局 コ ー ル サイ ン の 設定 
ナビ ~ / パ ケッ ト 通信 を する の に 必要 な 自 局 コ ー ル サイ ン を 登録 し ます 。 


Ccn: パソ コン 画面 に cnd: が 表示 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
ー ミ ナル ソフ ト が コマ ンド モー ド に な っ てい ます 。( コ マン ド の 入力 待ち 状態) 
cn MOAL コマ ンド 名 入力 で す 。MY で も 同様 で す 。 


cndi MCALL JA*A 1 スペ ー ス 後に 、 自 局 コ ー ル サイ ン を 入力 し Ent er キー を 押し ます 。 
MCALL was NOONL と は 設定 前 の 状態 を 表示 し て いま す 。 

cnd: 確認 の た め M と 入力 後 Enter キー を 押し ます 。 

MCALL JA *A JA ば *A と 確認 で きま し た 。 


(2 LTEXT の 確認 
GPS レシ ー バ を 接続 する と 、CPS デー タ は 出力 され る た びに LTEXT に 書き 込ま れ ま す 。 
LTEXT の 内 容 を 見 て み ま す 。 
cnd: LTEXT LTEXT と 入力 後 Enter キー を 押し ます 。( 短 縮 コ マン ド LT で も 同様 で す ) 
LTEXT SPNTS 1,0 24 11, 1999 051916 3441. 360 N 13531. 890 E 62 0.3 0 , 0001* 3C 
上 記 の よう に 表示 され ます 。( こ れ は GPS デー タ が 入力 され て いま す ) 
(で S レ シー バ を 接続 する 前 は LTEXT の 内 容 は 空 で す 。) 


(3) GS デー タ の ビー コン 発信 
本 機 は で S レ シー バ が 受信 し た GS データ を 自 局 位置 ビー コン と し て 発信 する こと が で きま す 。 


-4.LOCATI ON の 設定 
LOCATIQ①N コ マン ド を 設定 する こと で LTEXT を 一 定 間隔 で 自動 発信 し ます 。LTEXT の 内 容 は GS 
デー タ 入力 毎 に 書き 替え られ る の で あえ て 人 入力 の 必要 は あり ませ ん 。 
設定 し て み ま し ょ う 
cnd: LOOATI ON EVERY 3 (短縮 コマ ンド LOC E 3 で も 同様 で す ) 
LQCATI QN was EVERY 0 この 設定 で は 、30 秒 毎 に 1 回 の CPS デー タ を 発信 と 設定 し た 状態 で す 。 
( 無線 機 は 30 秒 毎 に 設定 され た 周波 数 で LTEXT デー タ の 先頭 部 分 に MVCALL 
で 登録 し た コー ル サ イ ン を 付け て パケ ッ ト デー タ と し て 送信 され ます ) 
LTEXT が 空 の 場合 は 送信 され ませ ん 。 
LTMNN コ マン ド を 使用 する と 本 機 の 送信 デー タ を モニ ター する こと が で きま す 。( コ マン ド 一 覧 参照 ) 
設定 ! 他 局 に 対し て 、 移 動 状 態 を 細か く 伝え た い 場 合 に は 、 送 信 間 隔 を 短く し ます 。 
チャ ン ネ ル が 空い て いる 地域 や 時 間 帯 で は 0 5 分 で 設定 すれ ば 、 頻 筐 に ビー コン を 送出 
で きま す 。 自 局 の 移動 速度 や チャ ン ネ ル の 混雑 程度 に 応じ て 0.5 て 3 分 程度 に 設定 する 
と 良い で し よう 。 


/ 
1 - 5. パケ ッ ト 通信 
( 1) 本 ユニ ッ ト は アマ チュ ア 無 線 で 一 般 に 使わ れ て いる TNC と 同一 プロ ト コル で す 。 一 般 の TNC と 通信 す 
る こと が で きま す 。 
(2 通信 相手 と コネ クト すれ ば 、CC チ ェ ッ ク + 再 送 方 式 に より 、 確 実 な デー タ 転送 が 可能 で す 。 
また コネ クト し な いで 情報 を 送信 する こと が で きま す 。 


1 -6. 運用 方 法 
本 ユニ ッ ト の 動作 モー ド に は コマ ンド モー ド と コン バー スモ ー ド が あり ます 。 

1. コマ ンド モー ド は 、 以 下 に 示す コマ ンド が 使え る モー ト ~ で す 。 各 種 設定 に は こ の モー ド が 必要 で す 。 
コマ ンド モー ド 時 は [ cnd: ] プロ ンプ ト が 表示 され ます 。 状 況 に よっ て は プロ ンプ ト が 見 えな い 場 
合 が あり ます が その 時 は [ Ent er] *- だ け 入力 する と プロ ンプ ト が 表示 され ます 。 

2 コン バー スモ ー ド は 、 入 力 し た 文字 列 を パケ ッ ト と し て 送信 する モー ド で す 。 フ ァイル の 転送 や チ 
ャ ッ ト な どの と き に は コン バー スモ ー ド に し ます 。 コ マン ド モー ド に 戻る に は 、[ rl] キー を 押 
し な が ら [を 押し て くだ さい 。( コ マン ド モー ド か ら コ ン バ ー ス モー ド に 入る に は [ K [ Ent er] 
を 押し ます 。 


運用 
( 1) 通信 速度 を 設定 する 
無線 の パケ ッ ト 通信 速度 が 1200bps か 9600pps に 選択 で きま す 。 初 期 値 は 1200pps で す 。 
9600ps に 設定 する に は 
cnd: HBALD 9600 [Enter] (短縮 コマ ンド HB 9600 で も 同様 で す ) 
HBAUD was 1200 1200 か ら 9600bps に 変更 され た こと を 表示 し ます 。 


(2 Q① を 出す 
各局 に QQ を 出し て み ま す 。 チ ャ ッ ト 相手 を 捜す と すき な ど に 使用 し ます 。 
コマ ンド モー ド か ら 
cn K [ Ent er] -- コン バー スモ ー ド に な り ま す 。 
[ Enter] キ ー を 押し ます 。-- TNC は JA**A>QQ と いう パケ ッ ト を 送信 し ます 。 
(JA*A は コー ル サ イ ン ) 
Ent er] キー の 前 に 文字 列 を 入力 後 、[ Ent er] キー を 押せ ば その 文字 
列 も 一緒 に 送る こと が で きま す 。 
コン バー スモ ー ド か ら コ マン ド モー ド の に 戻る に は [で rl] +- を 押し な が ら [ を 押し ます 。 


(3 コネ クト 交信 
交信 相手 を 指定 し て 相手 と コネ クト 状態 で 通信 し ます 。 こ の 交信 の 終了 は 回 線 解除 (ディ スコ ネ ク ト ) 
に よっ て お こない ます 。 こ の 交信 は 誤字 の 無い 通信 が で きま す 。 
自 局 か ら 他 局 (JA *BB に コネ クト する 場合 。 
cnd:CJA3**B [ Et er] 相手 局 と 回 線 が つなが れ ば 次 の よう に 表示 され ます 
cnd*** OONNECTED to JA**B 後 は 、 文 字 列 を 入力 し [Enter] を 押せ ば 入力 文字 が 相手 に 送信 され 、 
また 相手 が 文字 入力 し [ Enter] すれ ば こち ら の ディ スプ レイ 上 に 
メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
相手 が いな か っ たり 、 電 波 が 届か な い 場合 は 、 
cnd *** Retry Count exceeded 
*** SOJNNOIED と 表示 し て コネ クト 動作 を 中 止 し ます 。 呼 出 回 数 の 初期 値 は 10 回 で す の で 、 
10 回 び 出し て コネ クト し な い 時 表示 し ます 。 
コネ クト 後 、 交 信 を 終了 する に は [で rl] キー を 押し な が ら [d を 押し コマ ンド モー ド に し て か ら 
cnd: D [ Ent er] と 入力 する と 
cnd:*** 日 SOONECIED と 表示 され 回 線 の 接続 を 解除 し ます 。 


(4 中継 局 デジ ピー タ ) を 経由 し て コネ クト する 

この 機能 は 、 他 局 の TNC に ある 中 継 ( デ ジ ビ ピート ) 機能 を 利用 し て 自 局 が 直接 交信 で き な い 遠 距離 の 局 
と も 交信 する こと の で きる 機能 で す 。 

JA3**B 局 に 、JA**C 局 の デジ ビ ピート 機能 を 利用 し て コネ クト する 場合 。 
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cndtCJAS**B V JA3**C [Ent er] --- コ ネ ク ト する 局 の 後に V を つけ 、 そ の 後に 中 継 局 を 入力 し ます 。 
中 継 局 を コン マ (, ) で 区 切っ て 複数 (8 局 まで ) 中 継 す る こと が で 
きま す 。 

中 継 局 を 利用 し て コネ クト する と 、 コ ネ ク ト メッ セー ジ が 以下 の よう に な り ま す 。 

cn *** OONNECIED to JA3** B M A JA3**C 

交信 終了 は 通常 コネ クト と 同様 コマ ンド モー ド に し て 

cmdD[Enter] で 

cn *** 日 SOJNECED と 表示 され 回 線 を 解除 し ます 。 

参考 ! 本 ユニ ッ ト は 中 継 局 ( デ ジ ビ ピー タ ) に も な る こと が で きま す 。 


2 . コマ ンド 
2--1 . コマ ンド モー ド と コン バー スモ ー ド 

ファ ー ム ウェ ア の 動作 モー ド の 代表 的 な も の は 、 コ マン ド モー ド と コン バー スモ ー ド で す 。 

コマ ンド モー ド で は 、 以 下 に 示す コマ ンド が 使え る モー ド で す 。 各種 設 定 を する と き は コマ ンド モ 
ー ド で ある 必要 が あり ます 。 コ マン ド モー ド の と き は 「 cmd : 」 と いう プロ ンプ ト が 出 て きま す 。 
状況 に よっ て は 、 プ ロン プ ト が 見 えな い 場合 も あり ます が 、 そ の 時 は [CN だ け を 入力 する と プロ ンプ 
ト が 出 て きま す 。 

コン バー スモ ー ド は 、 入 力 し た 文字 列 を パケ ッ ト と し て 送信 する モー ド で す 。 フ ァイル の 転送 や チ 
ャ ッ ト な どの と き に は 、 コ ン バ ー ス モー ド に し ます 。 コ マン ド モー ド に 戻る に は 、[Qrl] キー を 押し 
な が ら [d を 押し て くだ さい 。 


2- 2 . コマ ンド の 一 般 的 な 使い 方 
2-2- 1 . ダイ レク ト コマ ンド 

設定 範囲 が 無い コマ ンド は 、 ダ イレ クト コマ ンド で す 。 モ ー ド の 切り 替え が 中 心 で す 。 各 モー ド の 
抜け か た は 、 モ ー ド ( コマ ンド ) に よっ て 変わ り ま す の で 、 ご 注意 下さ い 。 
2-2-2. 値 を 設定 する 

コマ ンド 名 を タイ プ し た 後 、[SPACE| を 押し て 、 続 け て 設定 値 を タイ プ し て 下さ い 。 そ れ か ら [GR 
を 押す と 、 値 が 設定 され ます 。 こ の と き 、「 〇 〇 was XX 」 と いっ た 形式 で 、 以 前 の 設定 値 が 表示 
され ます 。 

ON /OFF を 設定 する タイ プ の コマ ンド の 場合 「 Y 」 ン 「N 」 で 設定 する こと も で きま す 。O 
N や OFF を タイ プ す る より も 少な い タ イプ 量 で 設定 で きま す 。「 Y 」 は 「ON 」「N 」 は 「OF 
F 」 

を 示し ます 。 
2-2-3. 設定 値 を 確認 する 

コマ ンド 名 だ け を タイ プ し て [RI キー を 押す と 、 現 在 の 設定 値 を 確認 する こと が で きま す 。 こ の 時 
の 表示 は 、「 〇 〇 is ※ メ 」 と いっ た 形式 に な り ま す 。 
2 - 3 . 主 な エラ ー メ ッ セ ー ジ 
2-3-1.「?2EH 」 

入力 され た コマ ンド が 存在 し な い 場 合 は 、「 ?EH 」 と いう メッ セー ジ が 出 ます 。 
2-3-2.「?BAD 」」「?RANGE 」「 ?TOO LONG 」 

パラ メー タ の 指定 が 違う 場合 「 ? BAD 」 と いう メッ セー ジ が 出 ま す 。 

設定 範囲 を 越え て 設定 し よう と する と 、「 ?RANGE 」 と いう メッ セー ジ が 出 ま す 。 

1 行 が 長 す ぎる 場合 は 、「 ?TOO LONG 」 と いう メッ セー ジ が 出 ま す 。 
2-3-3.「?TOO MANY 」」「?2NOT ENOUGH 」 

パラ メー タ の 数 が 多 す ぎる 場合 「 ?TOO MANY 」 と いう メッ セー ジ が 出 ま す 。 

パラ メー タ の 数 が 不足 し て いる 場合 「 ?NOT ENOUGH 」 と いう メッ セー ジ が 出 ま す 。 


2- 4 . コマ ンド 一 覧 


コマ ンド 名 | 省略 形 初期 値 設定 範囲 簡単 な 説明 参照 
88 TOOW 8 QN QYOF コン バー スモ ー ド で の 文字 コー ド の ビッ ト 数 6-2-3 
ABAUD AB 9600 600- 15200 ホス ト と の 通信 速度 3-2- 1 
AFI LTER AF 0 0 S80 コン バー スモ ー ド で 、 指 定 し た 文字 コー ド を 除去 | 62-4 
し て 表示 
AJTOF AU QN QYOF ホス ト に 対し 「 QRI の 後に 「 LF」 を 付け る 3.2-7 
AVWEN AW 8 7/8 TNC と ホス ト 間 の デー タビ ッ ト は 7 or8 3-2-2 
ACELAY AD 0 0-120 音声 レビ ー タ の 遅延 時 間 10ns 単位 27 
AANG AH 0 0-250 音声 レビ ピー タ の ハン グ ア ッ プ 時 間 100ms 単 位 42.8 
BEAQON B EVERY 0 | EMERY/AFTER | ビー コン の 送信 間隔 の 設定 10s 単位 45-2 
n(0-250 
BIEXT BT - 159 文 字 ビー コン と し て 送信 する 文字 列 453 
QALI BRAT QA = - マー ク と スペ ー ス を 509 デ ュー ティ で 送信 。 4 1-3 
「Q を タイ プ す る と キャ リブ レー ト モー ド を 抜け 。 
CECK HH 30 0-250 相手 か ら の ト が 途絶 えて か ら 存在 確認 410 
/H SQONECT する まで の 時 間 10s 単位 
QMG QW OF QYOF コネ クト され た と き メ ッ セ ー ジ を 自動 送信 する か | 444 
どう か 
QMWGJ SC QMWD CF QYOF コネ クト され た と き 自 動 デ ィ ス コネ クト する か ど | 44-5 
うか 
QJNMOE QJNM Gorvers | Ccorvers / コネ クト され た と き に コン バー スモ ー ド に 移行 す | 6-4-2 
Trans る か 、 ト ラン スペ アレ ント モー ド に 移行 する か 
QJNECT C - Call (MA コネ クト 要求 を 出す 44-1 
Gall1, cal12 ( MA 以降 は 、 中 継 局 の コー ル サ イ ン ) 
Cal18 
QONK COD QN QNVOF 他 局 か ら の コネ クト 要求 に 応じ る ノン 応じ な い 4-4-3 
CONTAW QOS OF QYOF コネ クト 表示 に 日 付 を 付け る か どう か 44-12 
OOWERSE ee - - コン バー スモ ー ド に 移行 する 6-2-1 
K 「KIJ だ け で も 、 コ ン バ ー ス モー ド に 移行 する 6-2-2 
CPACTI ME eg CF QYOF コン バー スモ ー ド で も PACTI ME が 有効 無効 46-6 
QR Q QN QYOF 送信 パケ ッ ト に [GR を 付加 する 付加 し な い 4-6-2 
DAYSTAW DAYS CF QYOF TIME を 送信 する と き に 日 付 を 付け る か どう か 11-3-3 
DAYT ME DA - YYMMLLnhnmss | 日 付 ・ 時 刻 の 設定 ・ 表 示 11- 3- 1 
DAYUSA DAYU QN QYOF 日 付表 示 は アメ リカ 式 か ヨー ロッ パ 式 か 11- 3- 2 
HGdPEAT HG QN QYOF デジ ピー タ ( 中 継 局 ) に な る か どう か 8 8 1- 1 
hH SQONE D - - ディ スコ ネ ク ト 要求 の 送信 442 
h SPLAY D SP - 252 指定 文字 コマ ンド の 状態 を 表示 させ る 11-2-1 
(HI/L/ 
MT) 
DWAT DW 30 0-250 チャ ン ネ ル が 空い て か ら PIT を QN に する ま 42-4 
で の 時 間 10ns 単位 
ETD E QVCF エコ ー バ ッ ク す る し ない 2 4 
EPATH - EPATH - Gall1 U SSID で 中 継 す る と き に 置き 換え る 中継 局 839 
Call7 リス ト の 設定 
EXIQR EXC - - メッ セー ジ ボ ー ド を 消去 する 10-1-6 
FILE 回 - - メッ セー ジ ボ ー ド の 全 メ ッ セー ジリ スト 表示 10- 2- 1 
FI RMNNR FI R び F QVTF RNR フレ ー ム 受信 時 、 次 の フレ ー ム 受信 まで 4411 
送信 し な い ノ 再送 信 す る 
FLOVER FL 0 0-120 ホス ト へ の バッ ファ が 一 杯 に な っ て か ら 送受 32-8 
信 バ ッ フ ァ を クリ ア す る まで の 時 間 1m 単位 
FLOW QN QVOF キー 入力 を 開始 する と 、 受 信 パ ケッ ト の 表示 し な | 325 
い 
FRAOK FR 3 0-15 パケ ッ ト 送信 後 、 リ トラ イ 送 信 す る まで の 時 間 1s | 447 
単位 
FULLDPLP FU OF QYOF 全 二 重 か 半 二 重 か 42.9 


コマ ンド 名 | 省略 形 初期 値 設定 範囲 簡単 な 説明 参照 
GBAD G 選択 可能 | 4800/9600 GPS と の 通信 速度 の 切替 え 5-6-1 
GPSSEND GPSS - 159 文字 GP S に 文字 列 を 出力 する 。 GP S の 初期 設定 に | 5610 
使え る 。 出 力 し た 文字 列 そ の も の は 記憶 し な い 。 
GPSTEYT GPST SPNIS 6 文字 GPS 情報 を LTEXT に 設定 する メッ セー ジ の 種類 | 56-6 
の 設定 
HBAUD HB 1200 1200/9600 通信 速度 の 切り 替え 人 1-1 
FALLED HAL OF QYOF LED(TNC) の 動作 テス ト 5 1 
HD H QN QYOF デジ ピー ト 後 |D コー ド を 出力 する か どう か 8-1-3 
ID | = - ID コー ド を 送信 する 8 1-4 
RLL RK QN QYOF, 他 メ ッ セ ー ジ ボー ド の メッ セー ジ 消 去 10-26 
R SS R SS OF QYOF。 次 回 起動 時 、KI _S S モー ド へ 移行 する 6-5 1 
LCSTREAM LG QN QYOF STREAM%W キ ー 直 後 の 1 文字 を 大 文字 に 変換 する か | 91-4 
どう か 
LIST L| - - メッ セー ジ ボ ー ド の 、 他 局 発 他 局 宛て 以外 の メッ | 10.22 
セー ジ の リス ト を 表示 
LOCNT LC EVERY 0 | EMERY/AFTER |GPS 情 報 を 送信 する 時 間 間隔 の 設定 通常 は 105 | 56-3 
n(0-250 単位 
LOG LOG - - メッ セー ジ ボ ー ド に コネ クト し た 局 の リス ト を 表 | 10.1-7 
直 
LPATH LPA GS GII (MA GP S 情報 の 送信 先 ( 含む デジ ピー ト 経路 ) 5_6-2 
call 1, cal12 
ーッ Cal18 
LTBXT LT = 159 文字 GP S 情報 を 送信 する メッ セー ジ の 中 身 56-4 
LTMN LTM 0 0-250、 LTEXT の 内 容 を 、 設 定 し た 周期 ( 1s 単位 ) で あ た か | 565 
も 受信 し た ビー コン の よう に モニ タ 表 示す る 
ML MM CF QYOF 自 局 宛て の メッ セー ジ が ある こと を LED で 表示 す | 10.3.3 
る か どう か 
MLL MM QN QYOF 全局 ノコ ネ ク ト し て いな い 局 を モニ タ す る 474 
MXFRAME MX 4 7 一 度 に 送信 で きる パケ ッ ト の 最大 フレ ー ム 数 67 
MD MD OF QYOF メッ セージ ボー ド を 使う か どう か 10-1- 1 
MOOM MOOM CF QYOF すべ て の フレ ー ム ン ノン | フレ ー ム の み を モニ タ す る | 4-.72 
MON MC OF QYOF コネ クト 中 他 局 を モニ タ す る プ モ ニタ し な い 47-3 
MNE M - - メッ セー ジ ボ ー ド 内 の 、 自 局 宛て また は 自 局 発 の | 10-2-3 
メッ セー ジ の リス ト を 表示 
MNTOR M QN QYOF パケ ッ ト 通信 を モニ タ す る プ モ ニタ し な い 47-1 
MPT MR QN QYOF ヘッ ダ に デジ ピー ト ルー ト を 含め る ノ 含 め な い 475 
M5TAW M CF QYOF ヘッ ダ に 日 付 ・ 時 刻 を 付け る か どう か 477 
MONL M NOANL 6 文字 十 自 局 の コー ル サ イ ン の 設定 4-1-2 
SSI D 
MALI AS MA ー 6 文字 デジ ピー タ 専用 コー ル サ イ ン の 設定 8-1-2 
SSI D 
MMAL MM = 6 文字 十 SSID | メッ セー ジ ボ ー ド 専用 コー ル サ イ ン の 設定 10-1-2 
NEVWOE N OF QYOF コネ クト プ デ ィ ス コネ クト 時 の モー ド 移行 の タイ | 643 
ミン グ の 切り 替え 
NJMOE NO CF QYOF コネ クト 時 に モー ド 移行 し な いか どう か 6-4-1 
NATH NATH 5 al1 U SSID で 中 継 す る と き に 置き 換え る 中 継 局 リス ト | 837 
Call7 の 設定 
NSGP NSG や P - 3 桁 の GP S 情報 に 追 力 する 「 グル ー プ コー ド 」 の 設定 | 56-7 
英 数 字 
NSMRK NSMRK 0 0-14 GP S 情報 に 追加 する 「 マー ク 番号 」 の 設定 5-6-8 
QER LL QE 0 0 255 メッ セー ジ ボ ー ド の メモ リ 残 量 を 越え た た メッ セー | 10-1.5 
ジ を 書 込 む と き 、 古 い 方 か ら 消す 数 
PAQ_EN P 128 0-255 パケ ッ ト の 最大 デー タ 数 の 設定 464 


コマ ンド 名 | 省略 形 初期 値 設定 範囲 簡単 な 説明 参照 
PACTI ME PACT AFTER 10 | EVERY/AFTER | パケ ッ ト の 自動 送信 の 時 間 間 隔 の 設定 100s 
夫人 46-5 
n(0-250) 単位 
PAR TY PAR 0 0-3 パリ ティ チェッ ク の 方 式 の 設定 3-2- 3 
PERSI ST FE 128 0-255 P- persi sten QGIM 方 式 の 確率 の 設定 42-2 
PPERSI ST PP QN QVCF PF_ persi sten QM 方 式 に する か どう か の 設定 4-2 1 
RAMEST RAMEST |- - R AM クリ ア 後 、R AM チェ ッ ク 11-4- 1 
READ R - nn…yn 指定 し た メッ セー ジ 番 号 の メッ セー ジ を 読む 10-24 
RESET RESET - - パラ メー タ を 初期 値 に 戻す 11- 1-2 
バッ クア ッ プ し て いた 内 容 も 初期 化す る 
RESPTI ME RES 5 0-250 認 パ ケッ ト の 送信 遅延 時 間 の 設定 100ns 単 位 446 
RESTART RESTART |- - TNC を 一 度 電源 OF F に し て 、 再 び 電 源 ON に | 11-1-1 
する の と 同じ 
RETRY RE 10 0 15 リト ライ 送信 の 回 数 の 設定 448 
ROJE ROJ QN QYOF F WD 転送 で 転送 ルー ト を 入れ る か どう か 10- 1-4 
SENPAC SE SOD 0-S7F パケ ッ ト を 送信 させ る 文字 コー ド の 設定 46 1 
SLOTME SL 3 0-250 P_persisten GSIM 方 式 の 乱数 発生 時 間 間 隔 423 
SPATH SPATH - al1 U SSI D で 中 継 す る と き に 置き 換え る 中 継 局 リ スト | 838 
Gall7 設定 
STREAMA STREAWC |QN QYOF マル チコ ネ ク ト 時 コー ル サ イ ン も 表示 する か どう | 91-5 
か 
STREAMDB STREAW | OF QYOF スト リー ム ス イ ッ チ 文字 を ダブ ル で 表示 する か ど | 91-3 
うか 
STREAMWW | STR SO1 0- S7F スト リー ム 切 り 替 え 文 字 コ ー ド の 設定 9 1-2 
TOQT TOT 30 0-250 メッ セー ジ ボ ー ド の タイ ム ア ウ ト 時 間 10- 1- 3 
TRACE TRAC び FF QYF メッ セー ジ 内 容 と 全部 の プー 部 の フレ ー ム を 表示 | 人 476 
TRANS 還 - - トラ ンス ペア レン ト モー ド に 移行 する 6-3-1 
TRFLQW TEF OF QYOF トラ ンス ペア レン ト モー ド で フロ ー 制 御 する 6-3-2 
TR ES NR 0 0 15 リト ライ カウ ンタ ー の 内 容 を 変更 する 449 
TOCELAY TX 50 0-120 PIT を ON に し て か ら 、 デ ー タ を 送信 し 始め る まで | 42-6 
の 時 間 10ms 単位 
TLOW TF OF QYOF トラ ンス ペア レン ト モー ド で フロ ー 制 御 す る か ど | 633 
うか 
U CECK UC 28 0-250 U り | デジ ピー ト の 時 、 以 前 に 聞こ えた UI フレ ー | 831 
ム を 中 継 し な いよ う に する 為 の 時 間 1s 単位 
UHGd U F - QYOF 設定 し た 条件 に 合致 し た UI フレ ー ム が 聞こ えた | 83-3 
Call1 GII2 | と き 、 自 局 コ ー ル に 置き 換え て 中 継 す る か どう か 
ーッ Gal14 を 設定 する 
UDWAT UDW OF QYOF UI デジ ピー ト 時 に PPERSI ST コマ ンド や DAT コ | 83-2 
マン ド を 有効 に する か どう か の 設定 
U FLQD UF Ninw, 設定 し た 条件 に 合致 する U り | フレ ー ム が 聞こ えた | 834 
IDNJD と き 、 特 殊 な 中 継 処理 を 行う か どう か を 設定 する 
/FI RST 
U SSI D US OF QYOF 規定 の 条件 に 合致 する UI フレ ー ム が 聞こ えた と | 83-6 
き 、 特 殊 な 中 継 処 理 を 行う か どう か を 設定 する 
U TRACE UT - Nane 設定 し た 条件 に 合致 する U り | フレ ー ム が 聞こ えた | 835 
と き 、 中 継 済み 局 リ スト に MOAL を 追加 し て 中 継 
する か どう か を 設定 する 
UNPROO U QQ Gall (MA コネ クト し な いと き の パ ケッ ト の 送り 先 と 、 デ ジ | 451 
call1 cal12 ピー ト ルー ト の 設定 
ーッ Cal18 
USERS U5 1 0-10 マル チコ ネ ク ト の 使用 チャ ン ネ ル 数 9 1- 1 
VPATH VPATH - 11 U SSI D で 中 継 す る と き に 置き 換え る 中 継 局 リス ト | 8310 
Gall7 の 設定 
VW TE W - cal メッ セー ジ ボ ー ド に メッ セー ジ を 書く 10-2- 5 
FLOW X QN QYF ソフ ト フ ロー 制御 プ ハ ー ド フロ ー 制 御 3-2-6 
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3 . ホス ト ( パソ コン ) と の 接続 
3- 1 . 通信 条件 
信 ビ ッ ト レ ー ト 600 , 1200 , 2400 , 4800 ,9600 , 19200bps 
ABAUD コマ ンド で 設定 
@ デ ー タ 長 8bi t ノ /7bit AWLEN コマ ンド で 設定 
旬 バ リティ None 〆/Even ノン Odd PARI TY コマ ンド で 設定 
⑱ ス トッ プ ビ ッ ト 1 bi t 固定 
また 、 以 下 の 項目 は ター ミナ ル ソ フ ト と の 整合 性 が 必要 で す 。 整合 し て いな い 場 合 は 、 タ ー ミ ナル ソフ ト 側 か 、 
無線 モデ ム 側 か の どちら か を 変更 し て くだ さい 。 
信 無 線 モ デム ー ホ スト エコ ー バ ッ ク の 有無 ECHO コマ ンド で 設定 
信 無 線 モ デム ー ホ スト [QR の 後に [LF| を 追 力 する か どう か AUTOLF コマ ンド で 設定 


3-2. 関連 する コマ ンド 

3-2-1. ABAUD コマ ンド 

省略 形 : AB 初期 値 :9600 設定 範囲 : 600 1200 2400 4800 9600 19200 

使用 例 : AB 15200 

機 能 : ホス ト と の シリ アル 通信 の 通信 速度 を 設定 し ます 。 

コマ ンド の 設定 を 変え た だ け で は 、 通 信条 件 は 変化 し ませ ん 。RESTART コマ ンド で 再起 動 す る か 、 

バッ クア ッ プ 有効 な 状態 で 再起 動 す る 必要 が あり ます 。 
た だ し 、CPU の ABAUDn 端子 の 状態 に よっ て は 、ABAUDn 端子 で 設定 され た 通信 条件 に な り 
ます の で 、ABAUD コマ ンド の 存在 意義 が な いこ と も あり えま す 。 


3-2-2.AWLEN コマ ンド 

省略 形 : AW 初期 値 : 8 設定 範囲 : 7 ノ 8 

使用 例 : AW 8 

機 能 : ホス ト と の シリ アル 通信 の デー タ 長 を 設定 し ます 。 
「 7 」 で 7 ビッ ト 長 、 8 」 で 8 ビッ ト 長 と な り ま す 。 
コ マン ド の 設定 を 変え た た だ け で は 、 通 信条 件 は 変化 し ませ ん 。RESTART コマ ンド で 再起 動 す る か 、 
バッ クア ッ プ 有効 な 時 に 再起 動 し て くだ さい 。 


3-2 の 2-3. PARI TY コマ ンド 
省略 形 : PAR 初期 値 : O 設定 範囲 :0 ~-3 
使用 例 : PAR 0 
機 能 : ホス ト と の シリ アル 通信 の パリ ティ を 設定 し ます 。 
「 0O 」,「2 」 パ リティ な し 
「 1 」 奇 数 パリ ティ 
「 3 」 偶 数 パリ ティ 
コ マン ド の 設定 を 変え た だ け で は 、 通 信条 件 は 変化 し ませ ん 。RESTART コマ ンド で 再起 動 す る か 、 
バッ クア ッ プ 有効 な 時 に 再起 動 し て くだ さい 。 


3-2-4.ECHO コマ ンド 
省略 形 : E 初期 値 :ON 設定 範囲 :ON OFF 
使用 例 :・ECHO OFF 
機 能 : ホス ト か ら キ ー イ ン さ れ た 文字 を エコ ー バ ッ ク す る か どう か 設定 し ます 。 
「ON 」 な ら 、 エ コー バッ ク し ます 。 
「OFF 」 な ら 、 エ コー バッ ク し ませ ん 。 
タ 一 ミナ ル ソ フ ト 側 の 「 ロー カル エコ ー」 と いっ た 設定 項目 に 対応 し ます 。 整合 性 が 取れ て いな いと 、 タ 
イプ し た 文字 が 2 つ ず つ 表 示さ れ た り 、 タ イプ し た 文字 が 見 えな か っ た り し ます 。 


3-2-5.FLOW コマ ンド 
省略 形 : F 初期 値 :ON 設定 範囲 :ON /OFF 
使用 例 : F ON 
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機 能 :「ON 」 の 場合 、 キ ー 入 力 を 開始 する と 、 受 信 パ ケッ ト の 表示 を 一 時 停止 し ます 。 キ ー 入 力 が 終わ る 
( コマ ンド モー ド で 「 改行 」 キ ー を 押す と か 、 コ ン バ ー ス モー ド で パケ ッ ト を 送信 する 等 ) と 、 表 示 を 再開 
し ます 。 受信 し た 文字 と キー 入力 し た 文字 が 分 離し ます の で 、 区 別 が 付き や すく な り ま す 。 な お 、 受 信 パ ケ 
ッ ト の 表示 を 一 時 停止 し て いる 間 に ホ スト へ の シリ アル 送信 バッ ファ が 一 杯 に な る と 、 以 後 の 受信 パケ ッ ト 
は 破棄 され ます 。 


3-2-6.XFLOW コマ ンド 

省略 形 : X 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : XFLOW OFF 

機 能 : ソフ ト フ ロー 制御 を 有効 に する か どう か の 設定 。 
「ON 」 の 場合 は 、 ソ フト フロー 制御 が 有効 に な り ま す 。XOFF コー ド (ctrl 十 S ) で 表示 を 一 
時 停止 し 、XON コー ド (ctrl 十 Q ) で 表示 を 再開 し ます 。 
「 OFF 」 の 場合 は 、 ソ フト フロ ー 制 御 は 無効 と な り ま す 。 た だ し 、 ハ ー ド フロ ー 制 御 は 常に 有効 で す 。 


3-2-7. AUTOLF コマ ンド 

省略 形 : AU 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON ノ OFF 

使用 例 : AU ON 

機 能 : 受信 し た パケ ッ ト を 表示 する と き な ど 、 無 線 モデ ム か ら ホ スト へ 文字 コー ド を 送る と き 、[ QN コー ド の 後 
に [LF| コー ド を 付け る か どう か の 設定 。 
「 ON 」 の 場合 は 、[QRN コー ド の 後に [ LF] コー ド を 付け ます 。 
「 OFF 」 の 場合 は 、[QR コー ド の 後に [LF| コー ド を 付け ませ ん 。 
タ 一 ミナ ル ソ フ ト 側 の 「 [QR 受信 時 [ [CR +[LFI 」 と いっ た 設定 項目 に 対応 し ます 。 整合 性 が 取れ て 
いな いと 、 受 信 し た パケ ッ ト を 表示 する 時 に 改行 せ ず に 同じ 行 に 上 書き され た り , 1 行 余分 な 行 
が 追加 され た り し ます 。 


3 -2 8.FLOVER コマ ンド 

省略 形 : FL 初期 値 : 0O 設定 範囲 IO0 -120 

使用 例 : FL 10 

機 能 : 無線 モデ ムー っ ホスト の 通信 バッ ファ が 一 杯 に な っ て か ら 、 ホ スト と の 通信 バッ ファ を クリ ア す る まで の 時 
間 を 設定 し ます 。 単位 は 1 分 で す 。 
無線 モデ ムラ ホス ト の 通信 バッ ファ が 一 杯 に な る と 、 無 線 モ デム は 受信 し た パケ ッ ト に 対し て 、 受 信 不 可能 
で ある 事 を 示す RNR パケ ッ ト を 送信 し た り 、 受 信 パ ケッ ト を 捨て ます 。 こ の よう な 状態 が 長 時 間 続い た 場 
合 、 強 制 的 に 通信 バッ ファ を クリ ア し 、 パ ケッ ト を 受け 付け る 事 が で きる よう に する た め に 使用 
し ます 。 


4 . 通信 に 関す る も の ( 無線 モデ ム と し て ) 
関連 する コマ ンド を 、 以 下 の 項 目 に 大 きく 分 類 し て 説明 し て いき ます 。 
信 送 受信 ( 両方 ) に 関す る 基本 的 な コマ ンド 
久 送 信 に 関係 する コマ ンド 
久 受 信 に 関係 する コマ ンド 
念 相 手 と コネ クト し て 通信 する 場合 の コマ ンド 
信 相 手 と コネ クト し な い 場 合 の コマ ンド 
倫 コン バー スモ ー ド で の パケ ッ ト の 作成 方 法 を 制御 する コマ ンド 
@ モ ニタ に 関係 する コマ ンド 


4 - 1 . 送受 信 に 関す る 基本 的 な コマ ンド 
無線 の 通信 速度 を 設定 する た め の HB AUD 、 自 局 の コー ル サ イ ン を 設定 する MYCALL 、 送 信 を 許可 する 
か どう か の XMI TOK 、 ル ー プ チェ ッ ク の た め の L OOP 、 モ デム 部 の 動作 チェ ッ ク に 便利 な CALI BRA 
T に つい て 説明 し ます 。 
送信 で き な い 場合 は 、 こ れ ら の コマ ンド を 確認 し て くだ さい 。 


4-1--1. HBAUD コマ ンド 
省略 形 : HB 初期 値 :1200 設定 範囲 :1200 ノ /9600 
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使用 例 : HBAUD 9600 
HB 1200 
機 能 : 無線 の 通信 速度 を 決定 し ます 。 
「1200 」 を 設定 する と 、AFSK1200bps の 通信 が 可能 に な り ま す 。 
「9600 」 を 設定 する と 、GMSK9600bps の 通信 が 可能 に な り ま す 。 


4 オー1-2. MYCALL コマ ンド 
省略 形 : MY 初期 値 :NOCALL 設定 範囲 : 6 文字 の 英 数 字 と SSID 
使用 例 : MY JA3 ネ ネ ※A-15 
機 能 : 自 局 の コー ル サ イ ン ( 識別 用 の | D ) を 設定 し ます 。 
コー ル サ イ ン と し て は 、 通 常 、 英 数 字 6 文字 以下 に な り ま す 。 し か し 、 同 じ コ ー ル サイ ン で も 、S SI D 
(Sub Station ID ) を 追 力 る こと に より 、16 種類 の 識別 コー ド を 使う こと が で きま す 。 
SSI D を 指定 する 場合 は 、 コ ー ル サイ ン の 後に 「 - 」 を 置い て 、 続 け て 「 0 」~「15 」 を 付け ます 。 
SSI D を 指定 し な い 場 合 は 、 内 部 で は SSI D 「 0 」 と し て 処理 され ます 。 
注 意 : 複数 の 局 に 、 同 じ コ ー ル サイ ン ( SSI D まで 含め て ) を 割り 当て た 場合 は 、 正 常に デー タ 伝送 を 行 な 
うこ と が で きま せん 。 必 ず 、1 局 ご と に 別 の コー ル サ イ ン を 設定 し て くだ さい 。 


4ー1-3.CALI BRAT コマ ンド 

省略 形 : CAL 初期 値 : - 設定 範囲 : - 

使用 例 : CAL 

機 能 ・ マー ク と スペ ー ス を ( 交互 に ) 出力 し ます 。 送 信 部 分 の 回 路 の 検証 ・ 調整 に 便利 で す 。 
キャ リブ レー ト モー ド を 抜け る ( コマ ンド モー ド に 戻る ) に は 、「 Q 」 を タイ プ し て くだ さい 。 
1200bps の 時 は 、1200Hz と 2200Hz が 交互 に 出力 され ます 。 
9600bps の 時 は 、H と L が 必ず し も 交互 に は 出 ま せん が 、 変 調 信号 の アイ パタ ー ン を 
オシ ロス コー プ で 確認 する こと が で きま す 。 


4 -2 . 送信 に 関す る コマ ンド 
信 他 局 の パケ ッ ト と の 衝突 を 少なく する た め 、 送 信 動 作 を 開始 する 方法 を 決め る た め の 、PPERSI ST 
PERSIST 、SLOTTI ME 、DWAIT 、SOFTDCD 、FULLDUP 。 
信 送 信 動作 に 関係 する タイ マ TXDELAY 、AXDELAY 、AXHANG 。 
これ ら の コマ ンド は 、 密 接 に 関わ り 合い が ある の で 、 関 係 す る コマ ンド の 説明 も 参照 し て くだ さい 。 
タ イミ ング 関係 を 、 簡 単に 図示 し て お きま す 。 


(1 ) PPERSI ST コマ ンド が OFF 時 の 送信 動作 開始 の きっ か け 
他 局 が 送信 


他 局 が 送信 送信 動作 開始 


DWAI T| DWAI T 
① ② 


① 他 局 の 送信 が 終わ る と 、D WAI T の カウ ント を 開始 し ます 。 カ ウン ト 中 に 再び 他 局 が 送信 を 始め た 場合 は 
カウ ント を や め ま す 。 こ の 場合 は 、 送 信 動 作 に 移行 し ませ ん 。 

② 他 局 の 送信 が 終わ っ て 、D WAI 和 T の カウ ント を ( 最初 か ら ) 開始 し ます 。DWAI T の 間 他 局 が 送信 し 
な か っ た 場合 は 、 送 信 動作 に 移行 し ます 。 


(2 ) PPERSI S 丁 コマ ンド が ON 時 の 送信 動作 開始 の きっ か け 


他 局 が 送信 送信 動作 開始 


SLOTTI ME| LOTTI ME 


① め ⑳ ③ ④ ⑤ 
は ずれ は ずれ あたり 
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① 他 局 の 送信 が 終わ る と 、0 ~255 の 範囲 の 乱数 を 一 つ 発生 に ます 。 こ の 乱数 が PERSI ST コマ ン 
ド で 設定 し た 値 よ り 大 きい 場合 は 「 は ずれ 」 と な り 、 送 信 動 作 に 移行 し ませ ん 。 
②「 は ずれ 」 の 場合 は 、SLOTTI ME コマ ンド で 設定 し た 時 間 待っ て 、 改 め て 乱数 を 発生 させ ます 。 
③ 発生 させ た 乱数 が 、PERSI ST コマ ンド の 設定 値 よ り 大 きい 場合 は 、 再 び が 「 は ずれ 」 で す 。 
④SLOTTI ME コマ ンド で 設定 し た 時 間 待っ て 、 改 め て 乱数 を 発生 し ます 。 
⑤ 発生 させ た 乱数 が 、PERSI ST コマ ンド の 設定 値 よ り 小 さい 場合 は 「 あたり 」 で す 。 送 信 動 作 に 移行 し 
ます 。 
な お 、SLOTTI ME の 待ち 時 間 中 に 他 局 が 送信 を 開始 し た 場合 は 、 カ ウン ト を や め ま す 。 再度 チャ ン 
ネル が 空い た ら 、 乱 数 を 発生 させ ます 。 


( 3 ) 送信 動作 (AXDELAY が 0O の 場合 ) 


フラ グ 送 信 パケ ッ ト 送信 


TXDELAY 
⑨① め ⑳ ③ ④ 


① 送信 動作 開始 。PTT を ON に し て 、 フ ラグ を 送信 し は じ め ま す 。 な お 、「 フラ グ 」 と は 、 パ ケッ ト の 区 切 
り を 示す デー タ で ある と と も に 、 デ ー タ の クロ ッ ク の 同期 を 取る た め に 必要 で す 。 

② その まま 、TXDELAY コマ ンド で 設定 し た 時 間 待ち ます 。 こ れ は 、 無 線 機 が 受信 か ら 送信 
に 動作 を 切り 替え る ため に 必要 な 時 間 を 見 込ん で お か な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 受信 側 で ある 
程度 の フラ グ を 受信 し て お く 必要 が ある た め 、 こ の 時 間 も 見 込ん で お く 必要 が あり ます 。 受信 側 
の 無線 機 の スリ ー プ 機能 を 使う 場合 は 、 受 信 機 の ウェ イク アッ プ 時 間 も 必 要 で す 。( スリ ー プ 機能 
は 使わ な いこ と を 推奨 し ます 。) 

③TXDELAY 経過 後 、 送 信 し た い パ ケッ ト デー タ を 送信 し は じ め ま す 。 

④ 今回 送信 する デー タ を すべ て 送信 し お わっ た ら 、PTT を OFF に し ます 。 


( 4 ) 送信 動作 (AXDELAY が 0 で な い 場 合 ) 


PTT フラ グ パケ ッ ト 送信 フラ グ パケ ッ ト 送信 
TXDELAY| AXDELAY TXDELAY 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
AXHANG 
① 送信 動作 開始 。PTT を ON に し て 、 フ ラグ を 送信 し ます 。 そ の まま TXDEL AY コマ ンド で 設定 
され た 時 間 待 ち ま す 。 


②⑨ の TXDELAY 経過 後 、 続 け て AXDELAY コマ ンド で 設定 され た 時 間 待ち ます 。AXDELAY 
は 、 音 声 レ ビー タ が 動作 する まで の 遅延 時 間 を 指定 し ます 。 

③ AXDELAY 経過 後 、 送 信 し た い パ ケッ ト デー タ を 送信 し は じ め ま す 。 

⑨③ パケ ッ ト デー タ を 送信 し お わっ た ら 、PTT を OFF に し ます 。 ま た 、AXHANG タイ マ の カウ ント 
を 開始 し ます 。AXHANG は 、 音 声 レ ビー タ の ハン グ ア ッ プ 時 間 ( 実際 に レビ ピー タ 送信 を や め る まで の 
時 間 ) より 短く し て お きま す 。 

〈④ AXHANG コマ ンド で 設定 し た 時 間 が 経過 する 前 に 、 次 の パケ ッ ト デー タ を 送信 する 場合 は 、 ま だ 音声 
レピータ で 中 継 し て も ら っ て いる と 判断 し 、AXDELAY の 処理 ( ② に 相当 ) を 省略 し ます 。 この 場合 も 、 
TXDELAY の 処理 は 有効 で す 。 

⑤⑥ AXHANG 時 間 が 経過 する 前 に 、 次 の パケ ッ ト デー タ を 送信 する 場合 は 、、TXDELAY 時 間 が 経過 し 
た 後 、AXDELAY の 処理 を 省略 し 、 す ぐに 次 の パケ ッ ト デー タ を 送信 し 始め ます 。 


4 -2 -1 . PPERSI ST コマ ンド 
省略 形 : PP 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON /OFF 
使用 例 : PP ON 
機 能 : P-persisten CSMA 方 式 に する か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、P -persisten CSMA 方 式 に な り ま す 。 こ れ は 、 搬 送 波 検出 の 結果 、 チ ャ ン 
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ネル が 空い て いれ ば ( 他 局 が 送信 し て いな けれ ば )、PERSI ST コマ ンド で 設定 し た 確率 で 「 あたり 」 に 
な る くじ を 引き ます 。「 あたり 」 の 場合 は 送信 で きま す 。「 は ずれ 」 の 場合 は 、SLOTTI ME コマ ンド で 
設定 し た 時 間 を 待っ て 、 再 度 く じ を 引き ます 。 こ うす る こと に より 、「 送信 を 待っ て いる 複数 の 局 が 、 チ ャ ン 
ネル が 空く と 同時 に 、 い っ せい に 送信 を 開始 する た め に パケ ッ ト が 衝突 し て し まう 」 と いう 可能 性 を 低く する 
効果 が 期待 で きま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 一 般 の 搬送 波 検出 方 式 (Per si st en CSMA 方 式 ) に な り ま す 。 
これ は 、 搬 送 波 検出 の 結果 、DWAI T コマ ンド で 設定 し た 時 間 チ ャ ン ネ ル が 空い て いる と 、 送 信 を 開始 する 
方 法 で す 。 


4 -2 -2 .PERSI ST コマ ンド 

省略 形 : PE 初期 値 :128 設定 範囲 :0 ~255 

使用 例 :PERSIST 63 

機能: P-persisten CSMA 方 式 の 時 の 、「 あたり 」 の 確率 を 設定 し ます 。 
「 くじ を 引く 」 と 表現 し て いる タイ ミン グ で は 、 本 ファ ー ム ウェ ア で は 0 ~255 の 乱数 を 発生 させ ます 。 
この 乱数 が 、 設 定 値 以下 で あれ ば 「 あたり 」 と 判定 し ます 。 乱 数 が 設定 値 よ り 大 きい 場合 は 「 は 
ずれ 」 と 判定 し ます 。 
この 設定 値 が 大 きす ぎる 場合 は 、 他 局 の パケ ッ ト と 衝突 し て し まう 可能 性 が 高く なり ます 。 逆 に 、 設 定 値 が 
小さ すぎ る 場合 は 、 チ ャ ン ネ ル が 空い て も な か な か 送信 し な く な り ま す 。 


4-ー2-3.SLOTTI ME コマ ンド 

省略 形 : SL 初期 値 : 3 設定 範囲 0 -250 

使用 例 : SL 5 

機能 : P -persisten CSMA 方 式 で 、「 くじ 引き 」 に は ずれ た 時 、 次 の くじ を 引く まで の 時 間 を 設定 
し ます 。 単位 は 1 0ms で す 。 


4-2-4.DWAI T コマ ンド 

省略 形 : DW 初期 値 : 30 設定 範囲 :0 ~-250 

使用 例 :DWAI T 10 

機 能 : Persisten CSMA 方 式 ( 一 般 的 な 搬送 波 検出 方 式 ) で 、DWAI T コマ ンド で 設定 し た 時 間 
「 チャ ン ネ ル 空 き 」 の 状態 に な っ た と き に 、 送 信 を 開始 し ます 。 
複 数 の 局 で 同一 つの チャンネル を 使用 する 場合 、 各 局 の D WAI T 設定 値 を 違う 値 に 設定 し て お け ば 、 パ ケ 
ッ ト が 衝突 する 可能 性 は 低く な り ま す 。 
P -persisten CSMA 方 式 の 場合 は 、DWAI T コマ ンド の 設定 は 無視 され ます 。 


4-2-5.SOFTDCD コマ ンド 

省略 形 : SOFTDCD 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON ノ OFF 

使用 例 : SOFTDCD ON 

機 能 : 搬送 波 の 有無 ( 他 局 が 送信 し て いる か どう か ) の 検出 方 法 を 設定 し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、 ソ フト 的 に 検出 し ます 。 受信 し た 信号 が デー タ で あれ ば 、「 チャ ン ネ ル 使 用 中 」 と 判断 し ます 。 
「OFF 」 の 時 は 、CPU の SQ 端子 (3 番 ピ ン ) の 状態 で 判断 し ます 。S Q 端子 が 「L 」 で あれ ば 、 
「 チャ ン ネ ル 使 用 中 」 と 判断 し ます 。 
S Q 端子 へ の 信号 の 作成 方 法 に よっ て は 、9600bps の 通信 時 に 「 常に チャ ン ネ ル 使 用 中 」 と みな され 
て し まう 場合 が あり ます 。 こ の よう な 時 は 、SOFTDCD を 「 ON 」 に し て みて くだ さい 。 


4 -2 -6 . TXDELAY コマ ンド 

省略 形 : TX 初期 値 : 50 設定 範囲 :0 ~120 

使用 例 : TX 80 

機 能 : PTT を ON に し て か ら 、 送 信 し た い パ ケッ ト デー タ を 送り は じ め る まで の 待ち 時 間 を 設定 し ます 。 単 位 
は 1 0 ms で す 。 こ の 間 は 、「 フラ グ 」 と 呼ば れる デー タ が 送信 され ます 。「 フラ グ 」 は 、 受 信 側 で は 、 フ レ 
ー ム の 区 切り と し て 使用 され る ほか 、 デ ー タ の ビッ ト 同期 の 基準 と し て も 使用 され ます 。 受 信 側 で ある 程度 の 
「 フ ラグ 」 が 認識 で きる 時 間 は 、 送 信 側 で 「 フラ グ 」 を 送信 し て あげ る 必要 が あり ます 。 
また 、 無 線 機 が 受信 状態 か ら 送信 状態 に 切り 替わる まで に は 、 あ る 程度 の 時 間 が 必要 で す 。 送信 側 の この 遅 
延 時 間 も 見 込ん で 設定 する 必要 が あり ます 。 
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受信 側 で 、 無 信号 時 に 消費 電力 を 抑え る 「 スリ ー プ モー ド 」 に な っ て いる 場合 は 、 起 き 上 が る まで に 時 間 が か 
か り 、「 フラ グ 」 を 検出 で き な い 可能 性 が 出 て きま す 。 ス リー プ モ ー ド に な ら な いよ うな 設定 を し て お く か 、 送 
信 側 の TXDELAY の 設定 値 を 大 きく する 必要 が ある で し ょ う 。 


4 -2 -7 . AXDELAY コマ ンド 
省略 形 : AXD 初期 値 : 0O 設定 範囲 :0 ~120 
使用 例 : AXD 10 
機 能 : 音声 リピ ー タ を 使用 する 場合 、 リ ピー タ が 動作 する まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 単位 は 1 0 ms で す 。 
パケ ッ ト を 送信 する と き 、PT 丁 を ON に し た 後 、TXDEL AY コマ ンド で 設定 され た 時 間 に 加え 、 
AXDELAY コマ ンド で 設定 され た 時 間 も 待っ て か ら 、 パ ケッ ト デー タ の 送信 を 始め ます 。 
な お 、 前 回 の 送信 終了 か ら 、AXHANG コマ ンド で 設定 され た 時 間 が 経過 し て いな い 場 合 は 、AXDEL 
AY の 待ち 時 間 は 省略 し ます 。 
音声 レピータ を 使わ な い 場 合 、 あ る い は 他 局 を デジ ピー タ と し て 使用 する 場合 は 、「 0 」 を 設定 し て お け ば い 
いで し まう 。 


4 -2 -8 . AXHANG コマ ンド 

省略 形 : AXH 初期 値 : 0 設定 範囲 1:0 ~250 

使用 例 : AXH 10 

機 能 : 音声 リピ ー タ を 使用 する 場合 、 リ ピー タ の ハン グ ア ッ プ 時 間 を 設定 し ます 。 実 際 に は 、 ハ ング アッ プ 時 間 よ 
り 短く 設定 し て お く 必要 が あり ます 。 単 位 は 1 00ms で す 。 ハ ング アッ プ 時 間 中 は 、 リ ピー タ は 動作 し た 
まま で す の で 、 あ ら た め て 送信 し たい 場 合 に は 新た な 遅延 時 間 は か か り ま せん 。 
送信 を 終了 し て か ら 、AXHANG で 設定 され た 時 間 が 経過 する 前 に 再度 送信 する 場合 は 、AXDELAY 
に よる 待ち 時 間 を 省略 し て パケ ッ ト を 送信 し ます 。 
AXHANG で 設定 され た 時 間 が 経過 し た 後に 送信 を 始め る 場合 は 、AXDELAY の 待ち 時 間 も 有 効 に 
な り ま す 。 


4 2 9 .FULLDUP コマ ンド 

省略 形 : FU 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON /OFF 

使用 例 :FU OFF 

機 能 : 全 二 重 通 信 を する か 、 半 二 重 通 信 を する か 、 設 定 し ます 。 
「 ON 」 の 場合 は 、 全 二 重 通 信 と な り ま す 。 上 記 で 説明 し た よう な 「 チャ ン ネ ル が 空い て いる か どう か 」 の 
判断 を せ ず 、 無 条件 に 送信 を 開始 し ます 。 衛星 通信 な ど 、 送 信 周 波数 と 受信 周波 数 が 異な る 場合 に 便利 で す 。 
「 OFF 」 の 場合 は 、 半 二 重 通信 と な り ま す 。 通 常 び トランシーバ を 使っ た 通信 は 、 半 二 重 通信 で す 。 上 記 
で 説明 し た よう に 、「 チャ ン ネ ル が 空い て いる 」 こ と を 確認 し て か ら 送信 を 開始 し ます 。 


4 - 3 . 受信 に 関す る コマ ンド 
4-3-1.PASSALL コマ ンド 
省略 形 : PASSA 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON ノ OFF 
使用 例 :PASSALL ON 
機 能 : AX .25 プロ トコ ル で は 、CRC コー ド を 使っ て 受信 し た フレ ー ム の エラ ー を 検出 し ます 。 
エラ ー を 検出 し た フレ ー ム の 扱い を 決め る の が 、PASSALL コマ ンド で す 。 
「 ON 」 の 時 は 、 エ ラー を 検出 し た フレ ー ム も 受け 付け ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 エ ラー を 検出 し た フレ ー ム は 破棄 し ます 。 正 し い フ レー ム だ け を 受け 付け 
ます の で 、 エ ラー の な い 伝 送 が 実現 で きま す 。 通常 は OFF 」 に し て お いて くだ さい 。 


4 -4 . 相手 と コネ クト し て 通信 する 場合 の コマ ンド 

相手 と コネ クト し て 通信 する 場合 は 、AX . 25 プロ トコ ル に 従っ て 、「 届い た よ 」 と か 「 も う 一 度 送信 し て 」 
と いっ た 情報 も や り 取り し な が ら 、 デ ー タ を 伝送 し ます 。 送信 し て も 、「 届い た よ 」 の 返事 が 無い 場合 は 、 再 送信 も 
し ます 。 こ うす る こと に より 、 確 実 な 伝送 を 実現 し て いま す 。 
こ こ で は 、 

人 @ コネ クト ・ デ ィ ス コネ クト の 指示 コマ ンド CONNECT 、DI SCONE 

人 @ コネ クト 要求 を 受信 し た と き の 動 作 の 設定 CONOK 、CMSG 、CTEXT 、CMSGDI SC 

人 @ 有 再送 信 に 関係 する タイ マ ・ カ ウン タ 等 の 設定 RESPTI ME 、FRACK 、RETRY 、TRIES 、 
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CHECK 、FI RMRNR 
@ コネ クト メッ セー ジ 等 に 関す る 動作 の 設定 CBELL 、CONSTAMP 
に つい て 、 説 明 し ます 。 


4ー4-1 . CONNECT コマ ンド 
省略 形 : C 初期 値 : - 設定 範囲 : 相手 の コー ル サ イ ン VIA 中 継 1 , 中 継 2 , …… , 中 継 8 
使用 例 :C JA3*※ ネ A -3 
C JA3※*※A 3 VI A JA3 ネ ※ ネ ※A-4 
C JA3※*※A 一 3 VJA3※ ネ ※A 一 4 ,JA3 ネ ※*※A -5 
機能 : 通信 相手 に コネ クト 要求 フ プレー ム (SABM フレ ー ム ) を 送信 し ます 。 相手 か ら 確認 フ レー ム 
( UA フレ ー ム ) を 受け 取っ た ら 「※ ネ ※※CONNECTED to 相手 の コー ル サ イ ン と 中 継 局 」 と いう メ 
ッ セー ジ を 表示 し て 、 コ ネ ク ト が 成立 し ます 。 コ ネ ク ト し た 状態 で は 、AX . 2 5 プロ ト コル で 決め られ た 手 
順に し た が っ て ( 例え ば 、 受 信 側 か ら の 「 届い た よ 」 と いう 返事 が 無い 場合 再送 信 す る ) 相手 と や り 取 り を し 
ます の で 、 エ ラー の 無い 確実 な 伝送 が 可能 に な り ま す 。 
相 手 か ら UA フレ ー ム が 届か な い 場 合 は 、、S ABM フレ ー ム を 再送 信 し ます 。 規 定 回 数 リト ライ し て も U 
A フレ ー ム が 届か な い 場 合 は 、 コ ネ ク ト する の を あき ら め て ディ スコ ネ ク ト し ます 。 
「 相手 の コー ル サ イ ン 」 に は 、 通 信 し た い 相 手 の コ ー ル サイ ン を 指示 し ます 。 使 用例 の 最上 段 の 例 で は 、J A3 
ネネ ※A 3 に コネ クト し よう と し て いま す 。 こ の よう に 、S SI D も 含め て 指定 する こと も で きま す 。 
相 手 の 局 まで 直接 電波 が 届か な く て も 、 途 中 の 局 を 中 継 し て コネ クト する こと が で きま す 。 こ の 場合 は 、 相 手 
の コー ル サ イ ン の 後に 「 VI A 」( 省略 形 は 「V 」) を 指定 し た 後 、 中 継 する 局 を 順番 に 指定 し て いき ます 。 な 


最大 8 局 を 中 継 す る こと が で きま す 。 
た と えば 、 使 用 例 の 最 下段 の 例 で は 
自 局 JA3※ ネ ※A-4 JA3※※A -5 相手 (JA3※ ネ *※A -3 ) 


< 一 < 一 < 一 


の よう に パケ ッ ト が 伝わる こと に より 、 相 手 と 通信 が で きま す 。 


4-4-2.DI SCONNE コマ ンド 

省略 形 : D 初期 値 : - 設定 範囲 :- 

使用 例 : D 

機 能 : コネ クト し て いる 相手 に 、 切 断 要求 フレーム ( DI SC フレ ー ム ) を 送信 し ます 。 相 手 か ら の 確認 フレ ー ム 
( UA フレ ー ム ) が 届い た ら 、「 ※ ネ ネネ ※ DI SCONNECTED 」 と 表示 し て 、 デ ィ ス コネ クト 状態 に な 


ます 。 


4-4-3.CONOK コマ ンド 

省略 形 : CONO 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : CONOK ON 

機 能 :「 ON 」 の 時 は 、 コ ネ ク ト 要求 に 応じ ます 。 つ まり 、 他 局 か ら コ ネ ク ト 要求 フレ ー ム (SABM フレ ー ム ) 
を 受け 取る と 、 確 認 フ レー ム (UA フレ ー ム ) を 送信 し ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 コ ネ ク ト 要求 に 応じ ませ ん 。 つ まり 、 他 局 か ら S ABM フレ ー ム を 受信 する と 、UA フ 
レー ム で は な く 切断 状態 フレ ー ム (DM フレ ー ム ) を 送信 し ます 。 


4-4-4.CMSG コマ ンド 

省略 形 : CMS 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : CMSG ON 

機 能 :「 ON 」 の 時 は 、 コ ネ ク ト され た と き に 相手 に メッ セー ジ を 自動 送信 し ます 。 メ ッ セ ー ジ の 内 容 は CTEXT 
コマ ンド で 設定 され て いる も の で す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 メ ッ セ ー ジ の 自動 送信 は お こない ませ ん 。 


4 -4 -5. CMSGDI SC コマ ンド 
省略 形 : CMSGD 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON /OFF 
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使用 例 : CMSGD ON 
機 能 : CMSG コマ ンド が 「 ON 」 の 時 に 、 こ の 設定 が 有効 に な り ま す 。「 OFF 」 の 時 は 無視 され ます の で 、 
注意 し て くだ さい 。 
CMSGDI SC コマ ンド が 「ON 」 の 時 は 、 コ ネ ク ト され た と き CTEXT の 内 容 を 自動 送信 し た 
後 、 自 動 的 に ディ スコ ネ ク ト し ます 。 
CMSGDI SC コマ ンド が 「 OFF 」 の 時 は 、 自 動 的 な ディ スコ ネ ク ト は し ませ ん 。 


4 -4 -6. RESPTI ME コマ ンド 
省略 形 : RES 初期 値 : 5 設定 範囲 :0 -250 
使用 例 : RES 5 
機 能 : コネ クト し て いる 相手 か ら 情報 フレ ー ム (| フレ ー ム ) を 正常 に 受信 し た 場合 は 、「 届い た よ 」 と いう 返事 
(RR フレ ー ム 等 ) を 送信 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 返事 は 受信 し た 複数 ( 最大 7 つま で ) の フレ ー ム に 
対し て 、 ま と め て 返事 を する こと が で きま す 。 し た が っ て 、| フレ ー ム を 受信 し た ら す ぐに 返事 を する の で 
は な く 、 暫 く 待っ て か ら 返事 を する よう に すれ ば 、 続 け て 1 フレ ー ム を 受信 し た と き に まとめ て 返事 が で き 
ます 。 フ ァイル 転送 中 な ど 続け て | フレ ー ム を 受信 する 場合 、「 届い た よ 」 の 返事 を 送信 する 回 数 を 減ら すこ 
と が で きま す 。 
この コマ ンド は 、| フレ ー ム を 受信 し て か ら 返事 の フレ ー ム を 送信 する まで の 待ち 時 間 を 設定 し ます 。 単位 
は 100ms で す 。 
大 きい 値 を 設定 する と 、 返 事 を 送る まで の 時 間 が 増え る の で 、 通 信 効 率 が 悪く な り ま す 。 さ ら に 大 きい 値 を 
設定 する と 、 返 事 を 送る 前 に | フレ ー ム が 再送 信 さ れ て し まい ます 。 


4 オー オー7. FRACK コマ ンド 

省略 形 : FR 初期 値 : 3 設定 範囲 10 -15 

使用 例 : FR 5 

機 能 : コネ クト し た 状態 で 、 送 信 し た 情報 フレ ー ム (| フレ ー ム ) が 正常 に 受信 側 に 届い た ら 「 届い た よ 」 と い 
う 返事 が 返っ て くる は ず で す 。 あ る 程度 の 時 間 を 待っ て も 返事 が 返っ てこ な か っ た 場合 は 、 正 常に 届か な か 
っ た と みな し て 、 同 じ 1 フレ ー ム を 再送 信 し ます ( リト ライ 動作 )。 ま た 、1| フレ ー ム 以外 に も コネ クト 要 
求 フ レー ム ( SABM フレ ー ム ) の よう に 、 何 ら か の 返事 を 期待 し て いる フレ ー ム も あり ます 。 こ うい っ た 
フレ ー ム を 送信 し た 後 、 返 事 が 無い 場合 も 同様 に 再送 信 し ます 。 
こ の コマ ンド は 、 返 事 が 必要 な フレ ー ム を 送信 し て か ら 再送 信 す る まで の 時 間 を 設定 し ます 。 
単位 は 1 s で す 。 
中 継 局 を 使っ て コネ クト し て いる 場合 は 、 自 動 的 に 「( 中 継 段 数 * ま 2 十 1 ) * 設 定 値 」 の 時 間 待 つこ と に な 
り ま す 。 中継 局 は パケ ッ ト を 受け 渡し し て いる だ け で 、 自 分 か ら 返事 を 出す わけ で は あり ませ ん 。 従 っ て 送信 
し た パケ ッ ト が 、 通 信 相 手 ま で 届い て 、 さ ら に 返事 が 返っ て くる まで に は 「( 中 継 段数 ) *2 」 倍 の 時 間 が か 
か っ て し まう の で す 。 本 ファ ー ム ウェ ア で は 、 中 継 段数 に 応じ て 、 実 際 に 再送 信 す る まで の 時 間 を 変え た ます の 
で 、 中 継 局 の 有無 に よっ て 再送 信 ま で の 時 間 の 設定 を 変え る 必要 は あり ませ ん 。 
混み 合っ た チャ ン ネ ル で は 、 受 信 側 が 返事 を 送信 し た く て も 送信 で きず 、 そ の うち に フレ ー ム が 再送 信 さ 
れ て し まう 場合 が ある で し ょ う 。 こ うな る と 、 混 ん で いる トラ フィ ッ ク が さら に 混む こと に な り ま す 。 こ の 
よう な 場合 は 、F RACK コマ ンド の 設定 値 を 少し 大 きく し て みて くだ さい 。 無駄 な 再送 信 が な く な り 、 ト 
ラフ ィ ッ ク が 軽減 され る で し ょ う 。 


4-4-8.RETRY コマ ンド 

省略 形 : RE 初期 値 :10 設定 範囲 :0 -15 

使用 例 : RE 15 

機 能 : コネ クト し て いる 相手 か ら 、F RACK コマ ンド で 設定 し た 時 間 待 っ て も 返事 が 来 な い 場 合 は 、 再 送信 
( リト ライ ) し ます 。 そ の 後 も 、 や は り 返事 が 来 な い 場 合 は 、 も う 一 度 再 送信 し ます 。 こ の 様 に 何 度 か リト 
ライ を 試み ます 。 
この コマ ンド は 、 リ トラ イ を 試み る 最大 回 数 を 設定 する も の で す 。 


4-ー4-9. TRI ES コマ ンド 

省略 形 : TRI 初期 値 : 0 設定 範囲 :0 -15 

使用 例 : TRI 0 

機 能 : 現在 の リト ライ 回 数 カウ ンタ を 変更 ・ 確 認 す る た め の コ マン ド で す 。 
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4 オー オー10. CHECK コマ ンド 
省略 形 : CH 初期 値 : 30 設定 範囲 :0 -250 
使用 例 : CH 12 
機 能 : コネ クト し て いる 状態 で 、 特 に デー タ の 伝送 を 行なっ て いな いと き で も 、 時 々 相手 に 「 聞こ えて いま すか ? 
」 と いう 問い 合わ せ を し て 、 相 手 が ス タン バイ し て いる こと を 確認 し ます 。 
相 手 か ら の パケ ッ ト が 途絶 えて か ら 、 こ の コマ ンド で 設定 し た 時 間 を 経過 し た と き に 、 相 手 の 存 在 を 確認 
する た め の チ ェ ッ ク パ ケッ ト を 送信 し ます 。 単 位 は 1 0s で す 。 


4-4-11.FI RMRNR コマ ンド 

省略 形 : FI R 初期 値 :OFF 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : FI R ON 

機 能 : コネ クト し て いる 相手 か ら 、「 ちょ っ と 待っ て ! 」 と いう 受信 不可 フレ ー ム (RNR フレ ー ム ) を 受け 取っ 
た と き に 、 自 局 か ら パ ケッ ト を 送信 する か どう か を 設定 し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、RNR フレ ー ム を うけ と る と 、 次 に 相手 か ら フ レー ム を 受信 する まで 、 パ ケッ ト を 送信 
し ませ ん 。 
「OFF 」 の 時 は 、 相 手 が 受 信 で き な い 状態 で も お か まい な し に 、 パ ケッ ト を 送信 し ます 。 受 信 し て も ら え 
な い ( 可能 性 が 高い ) パケ ッ ト を 送信 する こと に な り ま す の で 、 結 果 的 に チャ ン ネ ル の 使用 効率 が 悪く な り 
ます 。 


4-ー4 オ ー12.CONSTAMP コマ ンド 

省略 形 : CONS 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON プ OFF 

使用 例 :CONS ON 

機 能 : コネ クト し た と き の 表 示 に 、 日付 と 時 刻 を 付け 加え る か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、DAYTI ME コマ ンド で あら か じ め 日 付 と 時 刻 を 設定 し て お け ば 、 コ ネ ク ト し た 時 の 
表示 に 、 コ ネ ク ト し た 日 付 と 時 刻 を 付け 加え ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 コ ネ ク ト し た 時 の 表示 に 、 日 付 ・ 時 刻 を 付け ませ ん 。 


4-5. 相手 と コネ クト しない 場合 の コマ ンド 

コネ クト し な いで 通信 する 場合 は 、 不 特定 多数 の 相手 に 対し て パケ ッ ト を 放送 ( ブロ ー ド キャ スト ) し ます 。 
受信 側 は エラ ー の あっ た パケ ッ ト は 捨て る だ け で 、 再 送 要求 は 出し ませ ん 。 ま た 、 送 信 側 も 送り っ ぱな し で 、 再 
送信 は し ませ ん 。 従 っ て 、1 0 0 % エ ラー 無し を 保証 する こと は で きま せん 。 複 数 の 人 と 同時 に 会 話す る と か 、「 
だ れ か 聞い て いま せん か ? 」 と いっ た 不 特定 の 局 を 相手 に メッ セージ を 送る と か 、GPS の 位置 情報 の よう に 仮 
に デー タ が 欠落 し て も 頻繁 に 更新 され る の で 大 き な 問 題 に な か ならない よう な 場合 、 な ど に 使い ます 。 

こ こ で は 、 

・ コネクト し な い 状 態 で の 送信 の 許可 コマ ンド TXUI FRAM 

・ コネクト し な い 状 態 で の 送り 先 と 中 継 局 の 設定 UNPROTO 

・ ビーコン に 関係 する コマ ンド BEACON 、BTEXT 

に つい て 、 説 明 し ます 。 

GPS 情報 を ビー コン と し て 送信 する 場合 に は 、LPATH 、LOCATI ON 、LTEXT と いっ た コ 
マン ド が あり ます 。 こ れ ら は GPS の 章 で 説明 し ます が 、 そ れ ぞ れ UNPROTO 、BEACON 、BTEX 
T と 似 て いま す の で 、 第 2 の ビー コン と し て 使用 する こと も で きま す 。 


4 -5 一 1.UNPROTO コマ ンド 
省略 形 : U 初期 値 :CQ 設定 範囲 : 相手 の コー ル サ イ ン VIA 中 継 1 , 中 継 2 , …… , 中 継 8 
使用 例 :U APRS 
U CQ V WI DE 
機 能 : コネ クト し な いで パケ ッ ト を 送信 する と き の 、 宛 先 ( 識別 名 ) と 中 継 局 を 設定 し ます 。 


4-5-2.BEACON コマ ンド 

省略 形 : B 初期 値 :EVERY 0O 設定 範囲 IEVERY / プ AFTER 0O ~250 
使用 例 : B E 6 

機 能 : ビー コン を 送信 する タイ ミン グ を 設定 し ます 。 
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第 1 引数 が 「EVERY 」( 省略 形 「E 」) の 時 は 、 第 2 引数 で 設定 し た 時 間 間 隔 で 毎回 送信 し ます 。 
第 1 引数 が 「AFTER 」( 省略 形 「 A 」) の 時 は 、 第 2 引数 で 設定 し た 時 間 何 も 受 信 し な か っ た 場合 に 1 
回 だ け 送 信 し ます 。 
第 2 引数 が 「 0 」 の 時 は 、 ビ ー コ ン を 送信 し ませ ん 。 
第 2 引数 が 「 1 」-「250 」 の 時 は 、 第 1 引数 で 設定 され た 条件 の 時 間 を 設定 し ます 。 単 
位 は 1 0s で す 。 


4ー5-3. BTEX 丁 コマ ンド 

省略 形 : BT 初期 値 : - 設定 範囲 : 半角 159 文字 まで 

使用 例 : BT ビー コン 送信 文字 列 で す 

機 能 : ビー コン と し て 送信 する デー タ を 設定 し ます 。 半 角 で 1 59 文字 まで の 長 さ の 文字 列 を 設定 する こと が で 
きま す 。 
BTEXTT コマ ンド で 設定 する デー タ が 「 空っぽ 」 の 場合 は 、 ビ ー コ ン を 送信 し ませ ん 。 
「 空っぽ 」 に する に は 、 半 角 の 「 %」 を 設定 し て くだ さい 。 


4- 6 . パケ ッ ト の 生成 方 法 を 設定 する コマ ンド 
コン バー スモ ー ド で 入力 し た 文字 が 、 パ ケッ ト と し て 送信 され ます 。 こ の と き の パ ケッ ト の 生成 方 法 を 設定 す 
る コマ ンド で す 。 
コン バー スモ ー ド で 入力 され た 文字 は 、 次 の 3 つの 条件 の どれ か が 満た され る と 、 そ れ ま で 入力 され た 文字 を 


情報 フレ ー ム (1 フレ ー ム )」 と し て まとめ ます 。 


@ 特定 の 文字 コー ド が 入力 され た と き SENDPAC コマ ンド 
関連 コマ ンド と し て CR 、LFADD コマ ンド 

@ 設定 され た 長 さ に な っ た と き PACLEN コマ ンド 

@ 設定 され た 時 間 が 経過 し た と き PACTI ME コマ ンド 


関連 コマ ンド と し て CPACTI ME コマ ンド 
1 回 の 送信 ( 1 つの パケ ッ ト ) で は 、 複 数 の フレ ー ム を まとめ る こと が で きま す 。 そ の 最大 数 は 、MAXFRA 
ME コマ ンド で 設定 され ます 。 


4-6-1.SENDPAC コマ ンド 

省略 形 : SE 初期 値 :$OD 設定 範囲 :0 ~$7F 

使用 例 : SENDPAC $OD 

機 能 : コン バー スモ ー ド で 、 こ の コマ ンド で 設定 され た 文字 コー ド の 文字 が 入力 され た 場合 は 、 そ れ ま で 入力 され 
た 文字 を 情報 フレ ー ム (| フレ ー ム ) と し て まとめ 、 送 信 し ます 。 

初 期 値 と し て [QR が 設定 され て いま す 。 

1 フレ ー ム に まとめ る と き 、 こ の コマ ンド で 設定 し た 文字 ゴー ド は 、 フ レー ム に は 含ま れ ま せん 。 注 意 し て 
くだ さい 。 


4-6-2. CR コマ ンド 

省略 形 : CR 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON ノ プ OFF 

使用 例 : CR ON 

機 能 : 送信 する パケ ッ ト ( 正確 に は | フレ ー ム ) の 最後 に SENDPAC コマ ンド の コー ド を 付加 する か どう か 
を 設定 し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、SENDPAC コマ ンド の コー ド を 付加 し ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、SENDPAC コマ ンド の コー ド を 付加 し ませ ん 。 

通 常 、SENDPAC コマ ンド は 「$OD ( [QRN コー ド )」 な の で 、!| フレ ー ム 作成 時 に [CN コー ド は 

入り ませ ん 。 こ の と き 、CR コマ ンド が 「 ON 」 な ら 、| フレ ー ム の 最後 に [CN コー ド を 付加 し ます の で 
、 結 果 的 に は [ CN コー ド が 残る こと に な り ま す 。 


4-6-3.LFADD コマ ンド 

省略 形 : LF 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON /OFF 

使用 例 :LF ON 

機 能 : 送信 する パケ ッ ト ( 正確 に は | フレ ー ム ) の [RI コー ド の 後ろ に [ LF| コー ド を 付加 する か どう か を 設定 し 
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ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、[ QR コー ド の 後ろ に [LF| コー ド を 付加 し ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、[ CN コー ド の 後ろ に [ LF] コー ド を 付加 し ませ ん 。 


4-6-4.PACLEN コマ ンド 

省略 形 : P 初期 値 :128 設定 範囲 :0 -255 

使用 例 :P 78 

機 能 : 入力 され た 文字 が 、 こ の コマ ンド で 設定 し た 文字 数 ( 正確 に は バイ ト 数 ) に 達し た と き に 、| 
フレ ー ム と し て まとめ ます 。 


4-6-5. PACTI ME コマ ンド 
省略 形 : PACT 初期 値 :AFTER 10 設定 範囲 7EVERY AFTER 0 ~250 
使用 例 : PACT A 10 
機 能 : この コマ ンド は 、 本 来 ト ラン スペ アレ ント モー ド で 有効 で す 。 後述 する CPACTI ME コマ ンド が 「 ON 
」 の 時 は 、 コ ン バ ー ス モー ド で も 有効 と な り ま す 。 
第 1 引数 が 「EVERY 」( 省略 形 「 E 」) の 時 は 、 第 2 引数 で 設定 され た 時 間 間 隔 ど と に | フレ ー ム に 
まとめ ます 。 こ の 時 間 間 隔 の 間 に 入力 され た 文字 が 無い 場合 は 送信 し ませ ん 。 
第 1 引数 が 「 AFTER 」( 省略 時 「 A 」) の 時 は 、 第 2 引数 で 設定 され た 時 間 キ ーー 入力 が 無かっ た 場合 に 
1 フレ ー ム に まとめ ます 。 
第 2 引数 は 、 第 1 引数 の 条件 の 時 間 を 設定 し ます 。 単位 は 1 00ms で す 。 


4-6-6. CPACTI ME コマ ンド 

省略 形 : CP 初期 設定 :OFF 設定 範囲 :ON ノ /OFF 

使用 例 :CP OFF 

機 能 : コン バー スモ ー ド で も PACTI ME コマ ンド の 機能 を 有効 に する か どう か の 設定 で す 。 
「 ON 」 の 時 は 、 コ ン バ ー ス モー ド で も P ACTI ME コマ ンド の 機能 が 有効 に な り ま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 コ ン バ ー ス モー ド で は P ACTI ME コマ ンド の 機能 は 無効 で す 。 


4 -6 -7 . MAXFRAME コマ ンド 

省略 形 : MAX 初期 設定 : 4 設定 範囲 :1 -7 

使用 例 : MAX 7 

機 能 : 送信 する と き に は 、 送 信 待ち の 複数 の フレ ー ム を まとめ て 、1 つの パケ ッ ト と し て 送信 し ます 。 
この コマ ンド で は 、1 つの パケ ッ ト に まとめ る 最大 の フレ ー ム 数 を 設定 し ます 。 


4- 7 . モニ タ に 関係 する コマ ンド 
モニ タ す る 条件 や 表示 形態 を 設定 する コマ ンド と し て 、MONI TOR 、MCOM 、MCON 、MALL 
、MRPT 、TRACE 、HEADERLN 、MFILTER 、MHEARD 、MHCLEAR が あり ます 。 


4-7ー1 . MONI TOR コマ ンド 

省略 形 : M 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : M ON 

機 能 : パケ ッ ト 通信 を モニ タ す る か どう か の 設定 を し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、 自 局 宛 て 以外 の パケ ッ ト も モニ タ 表示 し ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 モ ニタ 表示 し ませ ん 。 


4 -7 -2 . MCOM コマ ンド 
省略 形 : MCOM 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON プ OFF 
使用 例 : MCOM ON 
機 能 : モニ タ す る フレ ー ム の 種類 を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 す べ て の フレ ー ム を モニ タ し ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 情 報 フ レー ム (1| フレ ー ム ) だ け を モニ タ し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、「 < >」 の 中 に 、 フ レー ム の 状態 を 表示 し ます 。 こ の 内 容 は 以下 の よう に な り ま す 。 そ れ 
ぞ れ の 意味 の 詳細 に つい て は 、「 AX . 25 の プロ トコ ル 規 格 書 」 や 「 パケ ッ ト 通信 ハン ドブ ッ ク 」 を 参照 
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願い ます 。 
信 フレ ー ム の 種類 
「1 」 情報 (1 ) フレ ー ム 
「 RR」 受信 可 (RR ) フレ ー ム 
「RNR」 受信 不 可 (RNR ) フレ ー ム 
「 RE J 」 拒 否 (REJ ) フレ ー ム 
「 C 」 コ ネ ク ト 要求 (SABM ) フレ ー ム 
「D」 切 断 (DI SC ) フレ ー ム 
「DM」 切断 状態 通知 ( DM ) フレ ー ム 
「UA」 非 番号 制 確認 通知 ( UA ) フレ ー ム 
「FRMR 」 フ レー ム 拒 絶 通知 (FRMR ) フレ ー ム 
「 UI 」 非 番号 制 情報 (UI ) フレ ー ム 
@⑱ ボー ルプ ノ フ ァ イ ナ ルビ ッ ト 
「 P 」 ポ ー ル ビッ ト が ON 
「F 」 フ ァ イ ナ ルビ ッ ト が ON 
⑱ コマ ンド プレ スポ ンス の 区 別 
「 C 」 コ マン ド 
「 R 」 レ スポ ンス 
⑱ シー ケン ス 番 号 
「 Rn 」 受信 シ ー ケ ンス 番号 n = ニ 0 ~7 
「 Sn 」 送信 シ ー ケ ンス 番号 n = ニ 0 ~ て 7 


4-7-3. MCON コマ ンド 


省略 形 : 
使用 例 : 


機 


4 - 
省略 形 : 
使用 例 : 


機 


の 
省略 形 : 
使用 例 : 


機 


4ー 


台 じ ・ 
B: 


7 


台 ビ 
:Id 


7 


台 じ ・ 
B: 


7 


省略 形 
使用 例 


機 


4 - 
省略 形 : 
使用 例 : 


機 


台 ビ 
:Id 


7 


台 じ ・ 
有 : 


MC 初期 値 :OFF 設定 範囲 :ON ノ OFF 

MC ON 

自 局 が コネ クト 中 で も モニ タ す る か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 自 局 が コネ クト 中 で も モニ タ し ます 。 

「 OFF 」 の 時 は 、 自 局 が コネ クト 中 の 場合 は モニ タ し ませ ん 。 


ー4. MALL コマ ンド 

MA 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON /OFF 

MA ON 

:「 ON 」 の 時 は 、 す べ て の 局 を モニ タ し ます 。 

「 OFF 」 の 時 は 、 ま だ コネ クト し て いな い パ ケッ ト を 送信 し た 局 ( 例え ば CQ を 出し た 局 ) だ け を モニ 
タ し ます 。 


ー5. MRPT コマ ンド 

MR 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON ノ OFF 

MR ON 

ヘッ ダ ( 送信 し た 局 の コー ル サ イ ン や 送信 先 の コー ル サ イ ン の 表示 ) に 、 デ ジ ピ ー ト ルー ト ( 中 継 局 の 経 
路 ) を 含め る か どう か を 設定 し ます 。 

「ON 」 の 時 は 、 デ ジ ピ ー ト ルー ト を 含め ます 。 中継 局 が 送信 し た パケ ッ ト に は 「 *※」 が 付加 され ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 デ ジ ピ ー ト ルー ト を 含め ませ ん 。 


ー6. TRACE コマ ンド 

: TRAC 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON ノ OFF 

: TRACE ON 

:「ON 」 の 時 は 、 フ レー ム の 内 容 を 1 6 進数 で 表示 し ます 。 


ー7. MSTAMP コマ ンド 
MS 初期 値 :OFF 設定 範囲 :ON ノ OFF 
MS ON 
モニ ター し た フレ ー ム ヘッ ダ に 日 付 ・ 時 刻 を 付け る か どう か を 設定 し ます 。 
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24 
「ON 」 の 時 は 、DAYTI ME コマ ンド で あら か じ め 日 付 と 時 刻 を 設定 し て お け ば 、 モ ニタ ー し た フレ 
ー ム の ヘッ ダ に 、 日 付 と 時 刻 を 付け 加え ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 モ ニタ ー し た フレ ー ム の ヘッ ダ に 、 日 付 ・ 時 刻 を 付け ませ ん 。 


.・ GPS と の 接続 
ー 1 . GPS で 何 が で きる 


GPS (dobal Positioning System ) と は 、 地 球 の 周囲 を 回 っ て いる 2 4 個 の 人 工 衛星 か ら の 電波 を 受信 
し て 、 現 在 位置 を 求め る 装置 で す 。 カ ー ナ ビ 等 で 使わ れ て いま す 。 

本 チッ プ セ ッ ト で は 、GP S か ら の 情報 を 一 定 間隔 ( 1 0 秒 と か 1 0 分 な ど ) で 送信 する こと が で きま す 。 
つま り 、 本 チッ プ セ ッ ト を 使っ た 無線 モデ ム と 無線 機 と CGPS と が あれ ば 、 移 動体 管理 シス テム の 移動 局 側 の シ 
ステ ム が 簡単 に 構築 で きま す 。 基 地 局 側 で は 、 一 定 間 隔 で 送ら れ て きた 位置 情報 を 記録 ・ 保存 し 、 地 図 上 に プロ 
ッ ト する よう な ソフ ト を 作成 すれ ば いい わけ で す 。 
ー2 . 対応 し て いる GPS 
①SONY の | PS-5000 シ リー ズ や | PS-3000 シリ ー ズ 、PACY-CNV1 0 と いっ た 、 

「SONY …… 」 で 始ま る デー タ を 出力 する GPS 。 

③NMEA-0183 準拠 の 出力 が で きる GPS 。 

上 記 の うち 、① は 9600bps で す 。 ビ ッ ト レ ー ト は 9600bps に 設定 すれ ば よい で し ょ う 。 

上 記 の ③ は 、4 800bps で す 。 ビ ッ ト レ ー ト は 4800bps に 設定 すれ ば よい で し ょ う 。( 一 部 の GP 
S で は 9600bps も 可能 な 物 が ある よう で す が 、 そ の 場合 は 9600bps に し て も か まい ませ ん 。) 
3 . 通信 条件 
人 @ ビッ トレ ー ト 4800 /9600bps GBAUD コマ ンド で 設定 
信 デー タ 長 8bi t 固定 
@ バ パリ ティ None 固定 
⑱ スト ッ プ ビッ ト 1bi t 固定 
本 ファ ー ム ウェ ア で は 、 フ ロー 制御 は 特に お こ な っ て いま せん 。GP S の ダミ ー と し て パソ コン 等 を 接続 す 
る 場合 は 、 パ ソコ ン 側 の CTS と RTC を ルー プ し て お く 必 要 が ある で し ょ う 。 

3 - 1 . ビッ トレ ー ト の 初期 設定 に つい て 
ビッ トレ ー ト は 、 コ マン ド に よっ て 4 800 /9600bps の 切り 替え が 可能 で す 。 


4. GPS の 情報 の 意味 ( 解釈 ・ 再 構成 で きる 情報 ) 

本 チッ プ セ ッ ト で は 、GP S か ら の 情報 の 中 か ら 以下 に 示す 情報 を 解釈 する こと が で きま す 。 こ こ で 解釈 し た 
情報 を 元 に 、 入 力 さ れ た フォ ー マ ッ ト と は 別 の フォ ー マ ッ ト に 変換 する こと も で きま す 。 

な お 、 入 力 さ れ た デー タ の 先頭 と GPSTEX 丁 コマ ンド の 設定 と が 一 致し て いる 場合 は 、 再 構成 せ ず に 、 

の まま 入力 デー タ を LTEXT に 設定 し ます (LTEXT の 内 容 を ビー RA 
き な い デー タ を 送信 する こと も 可能 で す 。 


4-ー1.SONY 

SONY の | PS- 5000 な ど が 出力 する フォ ー マ ッ ト で す 。 本 チッ プ セ ッ ト で は 、 解 釈 は で きま す が 、 再 
構成 は で きま せん 。 

「SONY」 で 始ま り 、[RI[LFI で 終わ る 1 1 0 バイ ト 固定 長 の デー タ で す 。 日 付 、 時 刻 、 紳 度 、 経 度 、 高 度 
移動 速度 、 進行 方 向 、 衛 星 の 情 報 が 含ま れ て いま す 。 

SOWS809507016090346NB546569E13918458+02180040139507016090345D4BLHI FGHbd RPFFFPE FHSCKOHBRFFeBED 

LcQQOTBLHIO <CRLF> 


SOWS GPS の ファ ー ム ウェ ア の バー ジョ ン 表記 。 

950701 現在 の 年 月 日 。 

6 現在 の 曜日 。 

090346 現在 の 時 刻 。 た だ し 、J ST ( 日 本 標準 時 ) で は な く 、UTC ( 世界 協定 時 ) で す 。 

N 北緯 な ら 「 N 」、 南 緯 な ら 「S 」。 た だ し 、 測 位 で き て いな い 場 合 は 小文字 に な り ま す 。 

3546569 緯度 。 コ マン ド に よっ て D MD 表示 ( NMEA と 同じ ) か 、DMS 表示 か が 設定 で きま す 。 ど 
ちら の 表示 な の か は 、 最 後 の 方 に 識別 する フィ ー ル ド が あり ます 。 こ の 例 で は 、D MD 表示 の 場 
合 3 5 度 46 .569 分 、DMS 表示 の 場合 3 5 度 46 分 56 . 9 秒 と な り ま す 。 

E 東経 な ら 「 E 」、 西 経 な ら 「 W 」。 た だ し 、 測 位 出来 て いな い 場 合 は 小文字 に な り ま す 。 

13918458 経度 。 こ の 例 で は 、DMD 表示 の 場合 139 度 18 .458 分 、DMS 表示 の 場合 1 3 9 度 
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18 分 45 . 8 秒 と な り ま す 。 
高度 。 単 位 は m 。NMEA で の ジオ イド 高 に 相当 し ます 。 
速度 。 単 位 は km ノ h 。 
進行 方 向 。 真 方 位 。 真 北 な ら 0 0 0 。 時 計 周 り に 3 6 0 度 ま で 。 
紳 度 ・ 経度 ・ 高 度 ・ 速 度 ・ 進 行方 向 を 測定 し た 日 付 
曜 日 
時 刻 通常 は 現在 時 刻 の 1 秒 前 
DOP 値 「A 」~「Q 」 の 文字 を 使い ます が 、 そ れ ぞ れ に 対応 し た DOP 値 を 示し ます 。 
測位 計算 の モー ド 。「 3 」 な ら 2 次 元 測位 「 4 」 な ら 3 次 元 測位 。 
測地 系 。 ち な み に 「 B 」 は 「 TOXYO ( 日 本 ・ 韓 国 )」。 
チャ ン ネ ル 1 で 受信 し て いる 衛星 の 状態 


チャ ン ネ ル 2 1 文字 目 は 衛星 の 番号 

チャ ン ネ ル 3 2 文字 目 は 衛星 の 仰角 

チャ ン ネ ル 4 3 文字 目 は 衛星 の 方 位 角 

チャ ン ネ ル 5 4 文字 目 は チャ ン ネ ル の 動作 状態 
チャ ン ネ ル 6 5 文字 目 は 受信 レベ ル 
チャ ン ネ ル 7 

チャ ン ネ ル 8 


GPS 受信 機 の 内 蔵 基準 発振 器 の 状態 。 

2 ? 2? ユー ザー に は 関係 な い 情 報 。 

緯度 経度 の 表示 方 法 。 ア ルフ ァ ベッ ト な ら DMS 、 数 字 な ら DMD 。 

パリ ティ 。 前 の 文字 まで すべ て の ASdI コー ド の 加算 結果 の 最 下 位 ビ ピット を 示す 。「 O 」 な ら 0 
、「 EE 」 な ら 1 で ある 。 

デー タ の 終了 。 


5-4-2.SMATC 

SONY の 「 コロ ン ブ ス 」 な ど に 使わ れ て いる GPS ユニ ッ ト で す 。SONY の | PS -5000 な ど が 
出力 する フォ ー マ ッ ト で す 。 本 チッ プ セ ッ ト で は 、 解 釈 は で きま す が 、 再 構成 は で きま せん 。 

現在 の と ころ GPS ユニ ッ ト 単独 で は 発売 され て いな いた め 、 正 式 な フォ ー マ ッ ト は 公開 され て お り ま せん 。 
本 チッ プ セ ッ ト で は 、 と りあ え ず この フォ ー マ ッ ト に 対応 し て いま す が 、 今後 発売 され る GPS に も 対応 で きる 
か どう か は 保証 で きま せん 。 ま た 、 フ ォ ー マ ッ ト に 関す る S ON Y へ の 問い 合わ せ は 、 し な いで くだ さい 。 
「SMATC 」 で 始ま り 、[CR [LFI で 終わ る 1 3 0 バイ ト 固定 長 の デー タ の よう で す 。 日 付 、 時 刻 、 紳 度 、 経 度 
、 高 度 、 移 動 速度 、 進行 方向 、 衛 星 の 情 報 が 含ま れ て いる と 思わ れ ま す 。 


5-4-3.$GPGGA 
NMEA -0183 で 決め られ て いる 出力 フォ ー マ ッ ト の 1 つ で す 。 時 刻 、 紳 度 、 経 度 、 高 度 等 が わか り ま 
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残念 な が ら 日 付 、 速 度 、 移 動 方 向い わか り ま せん 。 本 ファ ー ム ウェ ア で は 、 解 釈 も 再 構成 も で きま す 。 
SGPGA hhmmss.ss, II.11,a yyyyy. yyY, 8 x, xx, x. X, x. x, Mx. x, Mx. x, xxxx* hh<CR><LF> 


SGPGA 


hnnmss. ss, 
日, 


X. X, 


GPGGA セン テン ス の 開始 。 
時 分 ノ 秒 。 時 刻 は UTC 。 小 数 点 以下 は 無い か も し れ ま せん 。 
緯度 。1234 .56 は 、12 度 34 .56 分 。(12 度 34 分 56 秒 で は あり ませ ん ) 
整数 部 は 4 桁 で す が 、 小 数 点 以下 の 桁 数 は 決ま っ て いま せん 。 
北緯 な ら 「N 」、 南 緯 な ら 「S 」 
経度 。 整 数 部 は 5 桁 で す が 、 小 数 点 以下 の 桁 数 は 決ま っ て いま せん 。 
東経 な ら 「E 」、 西 経 な ら 「 W 」 
GS Quality indicater(GPS 情報 の 品質 表示 ? ) 
O 情報 は 無効 1: : 通常 の 使用 時 。 情 報 は 有効 。 
2DGPS 測位 中 。 3:: 軍 用 の コー ド を 使用 し て いる と き 。 
測位 に 使用 し て いる 衛星 の 数 。0 0 て 1 2 。 見 えて いる 衛星 の 数 で は な い 。 
DOP 。 測位 結果 の 誤差 の 度合 い を 示す 。 
アン テ ナ の 高 さ ( 海抜 ) 
アン テ ナ 高 の 単位 、 メ ー ト ル 「 M 」 固 定 。 
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X. 錠 ジオ イド 面 ( 地球 を 理想 椿 円 球 と みな し た と き の r 円 球 表面 ) か ら の 高 さ 
M ジオ イド 高 の 単位 、 メ ー ト ル 「 M 」 固 定 。 

X.X%, DGPS デー タ の 年 齢 ? (Age of Dfferntial GS data) 

XXXX DGPS 基準 局 の ID 。0000 ~ て 1023 。 


*hhc<CRz<LF> チェ ッ ク サ ム と メッ セー ジ の 終了 。 チ ェ ッ クサ ム は 、「 $ 」 と 「 ※」 と の 間 を アス キー コー ド と し て 
XOR ( 排他 的 論理 和 ) し ます 。 そ の 値 を 2 桁 の 16 進数 と し て 「*」 の 後に 表記 し ます 。 チ ェ 
ッ ク サ ム や 「 *※」 を 省略 する こと も で きま す 。 


5-4-4.$GPVTG 
NMEA -0183 で 決め られ て いる 出力 フォ ー マ ッ ト の 1 つ で す 。 速度 、 移 動 方 和 し か わか り ま せん 。 本 
ファ ー ム ウェ ア で は 、 解 釈 も 再 構成 も で きま す 。 
SCPVTG x. x 工 x.x, Mx.x, N x.x ば hhc<OR>LF> 
SGPVTG GPVTG セン テン ス の 開始 


X.X%, 真 方 位 。 真 北 に 対す る 角度 。 単 位 は 度 。 

[ 真 方 位 (True Course) を 示す 文字 「T 」。 

X.% 磁 方 位 。 方 位 磁 針 が 示す 方向 か ら の 角度 。 単位 は 度 。 

M 磁 方 位 ( Mgnetic Course) を 示す 文字 「 M 」。 

X.X% スピ ー ド 。 単位 は ノット ( 海里 プ / 時 = 1 .852km / ノ h )。 

N ノッ ト を 示す 文字 「N 」。 

X.X% 対地 速度 。 単 位 は k m プ h 。 普 通 は 、 た だ の スピ ー ド と 思っ て いい は ず で す 。 
K km /h を 示す 文字 「K 」 


コ 


hhc<OR><LF> チェ ッ ク サ ム と メッ セー ジ の 終了 


5-4-5. $GPZDA 
NMEA-0183 で 決め られ て いる 出力 フォ ー マ ッ ト の 1 つ で す 。 日付 、 時 刻 し か わか り ま せん 。 
本 ファ ー ム ウェ ア で は 、 解 釈 も 再 構成 も で きま す 。 
SGPZDA hhmmss. ss, xx, xx, xxxx, xx, xx hhc<OR><LF> 
SGPZDA GPZDA セン テン ス の 開始 
hhnmss.ss, 時 分 / 秒 。 時 刻 は UTC ( 世界 協定 時 )。 


XX, 日 。01 ~ て 31 。 

XX, 月 。01 ~-12 。 

XXXX 年 。 年 月 日 も UTC で の 日 付 。 

XX% タイ ム ゾ ー ン ( 時 間 単 位 )。 -13 -00 ~13 。 
次 タイ ムツ ー ン ( 分 学位 )。 0.0 で ト 59. 。 


*hh<Q や SLF> チェ ッ ク サ ム と セン テン ス 終 了 。 


5-4-6. $GPRMC 
NMEA-0183 で 決め られ て いる 出力 フォ ー マ ッ ト の 1 つ で す 。 日 付 、 時 刻 、 緯 度 、 経 度 、 速 度 、 移 動 
方 向 が わか り ま す 。 本 ファ ー ム ウェ ア で は 、 解 釈 も 再 構成 も で きま す 。 
SGPRW hhmmss. ss, alIII.I, a yyyyy. yy, a X. x, x. X, Odnmyy, x. x, 9* hh<O や ST F> 
SCPRW GPRIMC セン テン ス の 開始 
hhnmss.ss, 時 分 ノ 秒 。 時刻 は UTC ( 標準 時 ) 
8。 ステー タス 。「 A 」 な ら 、 デ ー タ は 有効 「 V 」 な ら 、 デ ー タ は 無効 。 


日 日 , 緯度 。 

& 北緯 な ら 「N 」、 南 緯 な ら 「S 」。 

yyyyy.yy, 経度 。 

& 東経 な ら 「E 」、 西 経 な ら 「W 」。 

X.% 対地 速度 。 単位 は ノッ ト 。 

X.% 真 方 位 。 単 位 は 度 。 

ddnmy, 日 付 。 日 月 年 。 年 は 西暦 の 下 2 桁 。 

XX% 方 位 磁石 が 真 北 か ら ど れ だ けず れ た 方 向 を 示す か 。 

A 方 位 磁 石 が 真 北 か ら ど ちら の 方 向 に ずれ て いる か 。「 E 」「 W」。 


*hhc<CR>LF> チェ ッ ク サ ム と GP R MC セン テン ス の 終了 。 
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5-4-7.$GPGLL 
NMEA -0183 で 決め られ て いる 出力 フォ ー マ ッ ト の 1 つ で す 。 緯度 、 経 度 、 時 刻 、 が わか り ま す 。 本 
ファ ー ム ウェ ア で は 、 解釈 も 再 構成 も で きま す 。 


SdPdL IIII.11, a yyyyy. yy, a, hhnmss. ss, g* hh<O や TLF> 
SCPdL GPGLL セン テン ス の 開始 
日 日 1, 緯度 。 
EN 北緯 な ら 「N 」、 南 緯 な ら 「S 」。 
yyyyy.-yy, 経度 。 
EN 東経 な ら 「E 」、 西 経 な ら 「W 」。 
hhnmss.ss, 時 分 / 秒 。 時刻 は UTC ( 標準 時 ) 
a ステ ー タ ス 。「 A 」 な ら 、 デ ー タ は 有効 。「 V 」 な ら 、 デ ー タ は 無効 。 


*hhcCR<LF> チェ ッ ク サ ム と GP R MC セン テン ス の 終了 。 


5-4-8.$PNTS 
NMEA -0183 に 準拠 し た プラ イベ ー ト セン テン ス で す 。 日 付 、 時 刻 、 緯 度 、 経 度 、 速 度 、 移 動 方 向 、 
高度 等 の 他 、 短 い メ ッ セ ー ジ や グル ー プ コー ド 、 ア イコ ン 番号 も 含ん で いま す 。 本 ファ ー ム ウェ ア で は 、 人 解釈 は 
で きま せん が 、 再 構成 で きま す 。 
SPNIS x, a dd nmyyyy, hhnmmss, x. x, a x. x, & dd xxx, 1, nes, grp x"hh <CR>TF> 


SPNS 
ん 
0 


grD 


PNTS セン テン ス の 開始 
PNTS セン テン ス の バー ジョ ン 。 今 の と ころ 「1 」。 
登録 情報 。 以 下 の 情報 が 何で ある か を 示す 。 
「 0O 」 = 通常 の 位置 デー タ 。 本 ファ ー ム ウェ ア が 再 構成 で きる の は これ だ け で す 。 


「 S 」 ニ コー ス 設 定 の 開始 位置 デー タ 。 
「E 」= ニ コース 設定 の 終了 位置 デー タ 。 
「 1 」= ニ コー ス 設 定 の 中 間 デ ー タ 。 
「P 」= 地 点 登録 デー タ 。 
「 A 」 ニ 自動 位置 送信 が OFF の 時 の 確認 デー タ 。 
「R 」= ニ コー ス デ ー タ や 地点 デー タ を 受信 し た と き の 確 認 デ ー タ 。 
(「 A 」「R 」 の 時 は 、 こ の 後 い き な り チェ ッ ク サ ム に な り ま す 。) 
上 
月 。 
年 。 
時 刻 。 


緯度 。DMD 表示 。 つ まり 3549. 508 だ っ た ら 3 5 度 49 .508 分 と な り ま す 。 

北緯 な ら 「 N 」、 南 緯 な ら 「S 」。 

経度 。DMD 表示 。 つ まり 13910 028 だ っ た ら 1 39 度 1 0 .028 分 と な り ま す 。 

東経 な ら 「E 」、 西 経 な ら 「W 」。 

移動 方 向 3 60 度 を 64 分割 し た 値 。 つ まり 「00 」 で 北 、「 1 6 」 で 東 と な り ま す 。 
速度 。 単 位 は km ノ h 。 

マー ク 。「0 」~ て 「9 」「A」< て 「E 」 の 15 種類 、 本 ファ ー ム ウェ ア で 再 構成 する と き は 、N 
TSMRK コマ ンド で 設定 し た 値 が 入り ます 。 

メッ セー ジ 。2 0 バイ ト 以下 。 本 ファ ー ム ウェ ア で 再 構成 する と き は 、NTSMSG コマ ンド で 設 
定 さ れ た 文字 列 が 入り ます 。 

グル ー プ コー ド 。「0 」~ て 「9 」、「A 」-「Z 」 の 範囲 で 3 文字 本 ファ ー ム ウェ ア で 再 構成 す 
る と き は 、NTSGRP コマ ンド で 設定 し た 文字 列 が 入り ます 。 

ステ ー タ ス 。 使 用 可能 な 情報 な ら 「 1 」、 使 用 不可 能 な ら 「0O 」。 


*hhcCR><LF> チェ ッ ク サ ム と PNTS セン テン ス の 終了 。 


5-4-9.NMEA -0183 の 注意 点 
NMEA-0183 は 、 細 か い 部 分 の 取り 扱い に つい て は 各 機器 に 任せ て いま す 。 以下 に 挙げ た 内 容 は 、 い ず 
れ も NMEA 0183 に は 違反 し て いま せん 。 受信 し た ビー コン の 情報 を 扱う パソ コン ソフ ト で は 、 以 下 の 
よう な デー タ が 来る こと も 予想 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 
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@ デー タフ ィ ー ル ド の 区 切り は 「 , 」 で す 。 該当 フィ ー ル ド の デー タ を 出力 し な い 場 合 は 「 ヌル フィ ー ル ド 」 と 
呼ば れる 形式 に な り ま す 。 こ れ は 何 も 書か ず に 、 す ぐに 「 ,」 を 書く も の で す 。 

@ ある フィ ー ル ド 以降 の デー タ を 出力 し な い 場 合 は 、 い き な り 「 CR 十 LF 」 で 終わ っ て し まう 場合 が あり 
ます 。 

人 @ 数 値 の 桁 数 は ほとん どの 場合 、 可 変 長 で す 。 小 数 点 以下 が 無かっ た りす る こと も あり ます 。 

⑱ GPS に よっ て は 、 桁 数 を 固定 長 で 出力 する た め に 「 001 」 と いう よう に 、 余 分 な 「O 」 

を 付け る も の も あり ます 。 

代 チェ ッ ク サ ム は 付か な い 場 合 が あり ます 。「 * 」 の あと の 数 値 が 無かっ たり 、「 *※ 」 そ の も の か ら 無 い 場合 

あり ます 。 


5-5.GPS 情報 の 処理 の 内 容 
本 ファ ー ム ウェ ア で GP S ビー コン と し て 送信 する の は 、L TEXT コマ ンド で 設定 され て いる 内 容 で す 。 
LTEXT コマ ンド を 使っ て ユー ザー が 設定 する 他 に 、 接 続 し た GPS か ら の 情報 を も と に 自動 的 に 更新 し て 
いく 事 も で きま す 。 こ こ で は 、「 GPS か ら 1 行 分 の デー タ を 受信 し た 時 に 、L TEXT を 自動 更新 する 」 処 
理 の 概略 フロ ー チ ャ ー ト を 示し ます 。 


GPS か ら の 1 行 入力 
N り 
GPSFI LTfn が すべ て 空 no 
また は 、 入 力 が GPSFI LTn の 
どれ か と 一 致 
yes 1 
入力 が SQY SMYTC yes 
SCPGGA SGPVTG SGPZTA SGPRW 
SCPdL の どれ か ? 
Np no 


チェ ッ ク サ ム OK ? 
yes ! 
日 付 、 時 刻 、 緯 度 、 経 度 な ど 
GPS 情報 を 分 解 ・ 記憶 


GSTEXT と yes 
GPS か ら の 入力 の 先頭 と 
が 一 致 ? 
N!\ 
GPSTEXT が SPNTS yes 
SCPGA SGPVTG SGPZDA SGPRME 
の どれ か ? 
ro 


GPSTEXT に 設定 され て いる GPS か ら の 入力 デー タ を 
セン テン ス を 再 構築 し て LTEXT に 自動 更新 する 


LTEXT に 自動 更新 する 


GPSMJN コマ ンド が ① な ら 
入力 し た 1 行 を シリ アル 出力 


GS1 行 入力 処理 終了 


5-6. GPS に 関連 する コマ ンド 
@ GPS と の 通信 速度 の 設定 GBAUD 、GPS 情報 の フィ ル タ を する GPSFI LTn 、 接 続 の 確認 
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を する GPS MON 
@ GPS 情報 を ビー コン と し て 送信 する と き の ビ ー コ ン 関 係 の コマ ンド LPATH 、LOCATION 、 
LOC10X 、LTEXT 、LTMON 
⑱ GPS ビー コン と し て 送信 する 文字 列 を 作成 する た め の GPSTEXT 、NTSGRP 、NTSMRK 
、NTSMSG 
信 GPS に 対し て コマ ンド を 送る た め の コ マン ド GPSSEND 


5-6-1.GBAUD コマ ンド 

省略 形 : GB 初期 値 : 変更 可能 設定 範囲 :4800 /9600 

使用 例 :GBAUD 4800 

機 能 : GPS ポー ト の ビッ トレ ー ト を 設定 し ます 。 
「4800 」 の 場合 は 、 ビ ッ ト レ ー ト は 4800bps に 設定 され ます 。 
「9600 」 の 場合 は 、 ビ ッ ト レ ー ト は 9600bps に 設定 され ます 。 
初 期 値 い 、CPU の GPS _ SEL 端子 (80 番 ピ ン ) に よっ て 決定 され ます 。GPS _SEL 端子 
が 「L 」 な ら 4800bps 、「H 」 な ら 9600bps に な り ま す 。 た だ し 、 こ の 端子 は 、RESET 
コマ ンド 実行 時 や 、R AM の バッ クア ッ プ 内 容 が 壊れ て いた 場合 だ け 、 参 照 さ れ ま す 。 動 作 中 に こ の 端子 を 
切り 替え て も 、 関 係 あ り ま せん 。 
NMEA-0183 準拠 の GPS な ら 「4800 」 を 、SONY の GPS な ら 「9600 」 を 設定 
すれ ば いい で し ょ う 。 な お 、 こ の 設定 は ビッ ト レー ト を 変更 する だ け で 、 フ ァ ー ム ウェ ア で 処理 する GP S 
情報 の 切り 替え を 行なっ て いる 訳 で は あり ませ ん 。 フ ァ ー ム ウェ ア で は 、SONY 形式 で ある か NME A 
形式 で ある か は 、 デ ー タ を 受信 する た びに 先頭 部 分 を 見 て 判断 し て いま す 。 


5-6-2.LPATH コマ ンド 

省略 形 : LPA 初期 値 :GPS 設定 範囲 : 相手 の コー ル サ イ ン 

VI A 中 継 1 ) 中 継 2 昌和 HH 中 継 8 

使用 例 :LPA GPS 

機 能 : GPS ビー コン を 送信 する と き の 、 宛 先 ( 識別 名 ) と 中 継 局 を 設定 し ます 。 
従来 の ビー コン の UNPROTO コマ ンド に 相当 し ます 。 


5-6-3.LOCATI ON コマ ンド 

省略 形 : LOC 初期 値 :EVERY 0O 設定 範囲 EVERY AFTER 0 250 

使用 例 :LOCE 1 

機 能 : LTEXT コマ ンド の 内 容 を 、GPS ビー コン と し て 送信 する 間隔 を 設定 し ます 。 
「EVERY ( 省略 形 E )」 の 場合 は 、 第 2 引数 で 設定 し た 時 間 ご と に 送信 し ます 。 
「AFTER ( 省略 系 A )」 の 場合 は 、 第 2 引数 で 設定 し た 時 間 何 も パ ケッ ト を 受信 し な か っ た ら 1 回 だ 
け 送信 し ます 。 
第 2 引数 で 、 時 間 を 指定 し ます 。 単位 は ( 通常 ) 1 0 s で す 。 た だ し 、「 0 」 の 場合 は GP S ビー コン を 
送信 し ませ ん 。 
従来 の ビー コン の BE ACON コマ ンド に 相当 し ます 。 


5-6-4. し 和 T 上 EX 丁 コマ ンド 
省略 形 : LT 初期 値 :- 設 定 範囲 (160 文字 ) 
使用 例 :LTEXT text of LT 
LT %( これ は 文字 列 の 消去 の 例 ) 
機 能 : LTEX 丁 コマ ンド の 内 容 が 、L OCATI ON コマ ンド で 設定 され た 周期 で ビー コン と し て 送信 され ま 
す 。 な お 、L TEXT コマ ンド の 内 容 が 空っぽ の 場合 は 、 ビ ー コ ン は 送信 され ませ ん 。 
LTEXT の 内 容 を 空っぽ に する と き は 、 上 記 2 番目 の 使用 例 の よう に 、「 9%」 を 設定 し て くだ さい 。 
LTEX 丁 コマ ンド を 使っ て 、 文 字 列 を 設定 する こと が で きる ほか 、 接 続 し た GPS か ら の 情報 を 元 に 
自動 的 に 設定 され ます 。( 自動 設定 する メッ セージ の 指定 は 、GPSTEXT コマ ンド を 使い ます 。) 


5-6-5. LTMON コマ ンド 
省略 形 : LTM 初期 値 : 0 設定 範囲 :0 ~250 
使用 例 :LTMON 5 
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LTEXT の 内 容 を 、 あ た か も 受信 し た か の よう に モニ タ 出力 する こと が で きま す 。 こ の コマ ンド で は 、 
モニ タ 出力 する 周期 を 1 s 単位 で 設定 し ます 。 

「 0 」 を 設定 する と 、LTEXT の 内 容 の モニ タ は 行ない ませ ん 。 

ビ 一 コン と し て 送信 する パケ ッ ト は 、 自 分 で 見 る こと が で きま せん 。 定期 的 に LTEXT コ 
マン ド を 使っ て 内 容 を チェ ッ ク す れ ば 、 現 在 の L TEXT の 内 容 を チェ ッ ク す る こと は で きる の 
で す が 、 タ ー ミ ナル ソフ ト の 負担 も 増え て し まい ます 。 ま た 、 コ マン ド 入力 中 の 時 間 が 長 す ぎる と 、 無 線 モ 
デム と し て の 動作 に 支障 が 出る 恐れ が あり ます 。 そ こ で 、 こ の コマ ンド を 用 意 し まし た 。 

他 局 が 出す ビー コン を 受信 し た と き と 同 じ フ ォ ー マ ッ ト で 、 ホ スト コン ピュ ー タ に 出力 し ます 。 


葉 
刀 k 
KC 


5-6-6.GPSTEXT コマ ンド 

省略 形 : GPST 初期 値 :$PNTS 設定 範囲 :(6 文字 ) 

使用 例 : GPST $GPRMC 

機 能 : GPS ポー ト か ら の 入力 の 先頭 と 、GPSTEXT コマ ンド で 設定 し た 文字 列 が 一 致し た 場合 は 、GPS 
ポー ト か ら の 入力 を LTEXT コマ ンド の 内 容 に 自動 的 に 更新 し ます 。 

GPSTEXT の 設定 内 容 が 、 以 下 に 示す も の で あり 、 ま た 、 入 力 の 先頭 と 一 致し な い 場 合 に は 、 事 前 に 

解釈 し て いた GPS 情報 を も と に 、GPSTEXT コマ ンド で 設定 し た セン テン ス を 再 構成 し て 、L TE 
X 丁 コマ ンド の 内 容 に 自動 的 に 更新 し ます 。 こ の こと は 、「GPS 情報 の 変換 機能 を 持っ て いる 」 と 言う こ 


と も で きま す 。 

解 孔 で きる セン テン ス 再 構成 で きる セン テン ス 
ei $GPGGA 
WE $GPGLL 
MS $GPRMC 
FU $GPVTG 
0 $GPZDA 
ME $PNTS 


SMATC ( 非 公式 に 対応 ) 


5-6-7. NTSGRP コマ ンド 
省略 形 :NTSGRP 初期 値 : - 設定 範囲 :3 文字 の 英 数 字 
使用 例 :NTSGRP ABC 
機 能 :$PNTS セン テン ス を 作成 する と き に 使う 「 グル ー プ コー ド 」 を 設定 し ます 。 
3 文字 の 英 数 字 (「 0 」~ て 「9 」、「A 」~「Z 」) が 設定 で きま す 。 
パ ソコ ン 側 の ソフ ト で 、「 グル ー プ コー ド 」 が 一 致し た ビー コン だ け を プロ ッ ト する 、 と いっ た 使い 方 を 
する こと が で きる で し ょ う 。 


5-6-8.NTSMRK コマ ンド 

省略 形 :NTSMRK 初期 値 : 0 設定 範囲 :0 -14 

使用 例 :NTSMRK 13 

機 能 ・$PNTS セン テン ス を 作成 する と き に 使う 「 マー ク 番 号 」 を 設定 し ます 。 
パソ コン 側 の ソフ ト で 、「 マー ク 番 号 」 に 応じ て プロ ッ ト する と き の ア イコ ン を 変え る 、 と いっ 
た 使い 方 を する こと が で きる で し ょ う 。 


5-6-9.NTSMSG コマ ンド 

省略 形 : NTSMSG 初期 値 : - 設定 範囲 : 半角 20 文字 

使用 例 :NTSMSG た だ いま テス ト 中 

機 能 :$PNTS セン テン ス を 作成 する と き に 使う 「 メッ セー ジ 」 を 設定 し ます 。 
パソ コン 側 の ソフ ト で 、 プ ロッ ト する と き に 「 メッ セー ジ 」 も 同時 に 表示 する 、 と いっ た 使い 方 を する こ 
と が で きる で し ょ う 。 


5-6-10. GPSSEND コマ ンド 

省略 形 : GPSS 初期 値 : - 設定 範囲 (240 文字 程度 まで ) 

使用 例 :GPSSEND @SKB  (「@SKB 」 は | PS -5000 の 測地 系 を TOKYO に 設 定 する 
コマ ンド ) 
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機 能 : GPS ポー ト に 指定 し た 文字 列 を 送信 し ます 。GPS に 対し て 、 初 期 化 の コマ ンド を 発行 する と き に 使用 

し ます 。 

送 信 す る 文字 列 は 、 記 憶 し て いな い の で 、 そ の 都度 コマ ンド と いっ し ょ に 設定 する 必要 が あり ます 。 し か 

し 、GPS 自体 が 設定 を バッ クア ッ プ で きた り 、 ホ スト 側 で 記憶 し て お く 事 も さほど 面倒 で は な い の で 、 大 

き な 問 題 で は な い 、 と 判断 し て いま す 。 

GPS に 対し て 文字 列 を 送信 し て いる 間 、 メ イン ルー プ の 処理 は 止ま っ て いま す 。 あ まり に も 長い 文字 列 

の 送信 や 、 頻 繁 な 送信 は 、T NC と し て の 動作 に 支障 を 与え る こと が あり ます 。 


5-7.GPS 関連 LED 出力 
CPU の GPSLED 端子 (1 7 番 ピ ン ) は 、 接 続 し た GPS が 測位 中 で ある か どう か を 知ら せる た め の 
も の で す 。GP S か ら の 情報 を 解析 し て 、 測 位 中 で ある か どう か を 判断 し て いま す 。 
見 える 衛星 の 数 が 少な か っ た り 、GPS を 起動 させ た ば か り の よう に 、 測 位 で き て いな いと き は 「L 」 を 出 
力 し ます 。 
測位 出来 て いる ( 正しい 位置 情報 が 得 ら れ て いる ) 場合 は 、「H 」 と 「L 」 を 交互 に 出力 し ます 。 
周期 は 1 秒 で 、 デ ュー ティ は 5 0 % で す 。( つま り 、「 日 」=0 .5s 「L 」=O .5s ) 


6 . 各種 動作 モー ド 
本 ファ ー ム ウェ ア で は 、 い く つか の 動作 モー ド が あり ます 。 
・・ コマ ンド モー ド 
・ コンバー スモ ー ド 
・ ト ラン スペ アレ ント モー ド 
・KI SS モー ド 


6 - 1 . コマ ンド モード 
2 - 1 章 で も 簡単 に 触れ まし た が 、 人 通常 は 「 コマ ンド モー ド 」 で 動作 し て いま す 。 
コマ ンド モー ド で は 、「 c md : 」 と いう プロ ンプ ト が 出 て いま す 。 
モニ タ し て いる 状態 で は プロ ンプ ト が 見 えな い 場 合 も あり ます が 、[ QQ キー( コン ピュ ー タ に よっ て は [ RETUR 
N キー や [ ENER キー) を 押す と 、 再 度 プ ロン プ ト が 出 て きま す 。 


6-2. コン バー スモ ー ド 
2 - 1 章 で も 簡単 に 触れ まし た が 、 タ イプ し た デー タ を パケ ッ ト と し て 送信 する モー ド で す 。 
コマ ンド モー ド か ら 、CONVERSE コマ ンド か K コマ ンド を 発行 する と 、 コ ン バ ー ス モー ド に 移行 し ます 。 
コン バー スモ ー ド か ら コ マン ド モー ド に 戻る に は 、[Grl] キー を 押し な が ら [d キー を 押し ます 。 


6 -2 -1 .CONVERSE コマ ンド 
省略 形 : CONV 初期 値 : - 設定 範囲 :- 
使用 例 : CONV 
機 能 : コン バー スモ ー ド に 移行 し ます 。 
コン バー スモ ー ド で タイ プ さ れ た デー タ は 、 パ ケッ ト と し て 送信 され ます 。 
コン バー スモ ー ド か ら コ マン ド モー ド に 戻る に は 、[Crl] キー を 押し な が ら [d キ ー を 押し て くだ さい 。 


6-2-2. K コマ ンド 

省略 形 : K 初期 値 : - 設定 範囲 :- 

使用 例 : K 

機 能 :CONVERSE コマ ンド と 同じ で す 。 コ ン バ ー ス モー ド へ の 移行 は 頻繁 に 行わ れ ま す 。CONVERSE 
コマ ンド で は 省略 形 が 4 文字 な の で 、 も っ と 短い 文字 数 の コマ ンド を 用 意 し まし た 。 


6-2-3.8BI TCONV コマ ンド 

省略 形 : 8 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON /OFF 

使用 例 : 8 ON 

機 能 : コン バー スモ ー ド で の 通信 で 使用 する ビッ ト 数 を 設定 し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、8 ビッ ト で の 通信 を し ます 。 日 本 で 使用 する 場合 は 、、「 ON 」 に し て お か な いと 、 カ ナ 
や 漢字 が 文字 化け し ます 。 
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「 OFF 」 の 時 は 、7 ビッ ト で の 通信 を し ます 。 


6-2-4. AFI LTER コマ ンド 
省略 形 : AF 初期 値 :$00 設定 範囲 In1 ,n2 ,n3 ,n4 
使用 例 : AF $05 , $1A 
機 能 : コン バー スモ ー ド で コネ クト 中 、 受 信 パ ケッ ト の 中 か ら 指定 し た 文字 コー ド の 文字 を 削除 し ます 。 制 御 コ ー 
ド の 影響 で 表示 が 変 に な か る こと を 防ぐ こと が で きま す 。 
最 大 4 文字 まで 指定 で きま す 。 
「$80 」 を 設定 する と 、[QR [LF| 以外 の 制御 コー ド を すべ て 除去 し ます 。 
「$00 」 を 設定 する と 、 フ ィ ル ター 機能 を 解除 し ます 。 


6-3. トラ ンス ペア レン ト モー ド 

コン バー スモ ー ド は 、 文 字 に よる 通信 を 目的 に し て いま す の で 、[ BS| コー ド や [ QR コー ド な ど 一 部 の 制御 コー 
ド は 送信 され ませ ん 。 ま た 、 受 信 側 の 設定 に よっ て は 、 受 信 時 に 捨て られ る 制御 コー ド も あり ます 。 一 方 、 ト ラ 
ンス ペア レン ト モー ド で は 、 制 御 コ ー ド も その まま 送受 信 さ れ ま す 。 

コマ ンド モード か ら 、TRANS コマ ンド を 発行 する と 、 コ ン バ ー ス モー ド に 移行 し ます 。 

コン バー スモ ー ド か ら コ マン ド モー ド に 戻る に は 、 ま ず 1 秒間 ( 正確 に は CMDTI ME コマ ンド で 設定 し 
た 時 間 ) 何 も 入力 せ ず 、 続 いて 1 秒 ( 正確 に は CMDTI ME コマ ンド で 設定 し た 時 間 ) 以内 に [Crl] キー を 押 
し な が ら [ キ ー を 3 回 押し ます 。 


6-3-1. TRANS コマ ンド 
省略 形 : T 初期 値 : - 設定 範囲 :- 

使用 例 : T 

機 能 : スペ アレ ント モー ド に 移行 し ます 。 

ペア レン ト モー ド で タイ プ さ れ た デー タ は 、 制 御 コ ー ド も 含め て パケ ッ ト と し て 送信 され ます 。 

ン バ ー ス モー ド か ら コ マン ド モー ド に 戻る に は 、 ま ず 1 秒間 ( 正確 に は CMDTI ME コマ ンド で 設 
定 し た 時 間 ) 何 も 入 力 せ ず 、 続 いて 1 秒 ( 正確 に は CMDTI ME コマ ンド で 設定 し た 時 間 ) 以内 に [Grl] 
キー を 押し な が ら [d キ ー を 3 回 押し ます 。 


> ざ マ 


6-3-2.TRFLOW コマ ンド 

省略 形 : TRF 初期 値 :OFF 設定 範囲 :ON /OF 

使用 例 :TRF OFF 

機 能 トラ ンス ペア レン ト モー ド の 時 、 無線 モデ ムー ホス ト の 通信 で ソフ ト フロ ー 制 御 を する か どう か 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 ソ フト フロ ー 制 御 を し ます 。 こ の 場合 、 フ ロー 制御 の た め の 制 御 コ ー ド は 正しく 伝送 され 
ませ ん の で 、「 不 完全 な トラ ンス ペア レン ト モー ド 」 に な り ま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 ソ フト フロ ー 制 御 を し ませ ん 。 


6-3-3. TXFLOW コマ ンド 

省略 形 : TXF 初期 値 :OFF 設定 範囲 :ON /OF 

使用 例 : TXF OFF 

機 能 トランスペアレント モード の 時 、 ホス ト 無線 モデ ム の 通信 で ソフ ト フ ロー 制御 を する か どう か 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 ソ フト フロ ー 制 御 を し ます 。 こ の 場合 、 フ ロー 制御 の た め の 制 御 コ ー ド は 正しく 伝送 され 
ませ ん の で 、「 不 完全 な トラ ンス ペア レン ト モー ド 」 に な り ま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 ソ フト フロ ー 制 御 を し ませ ん 。 


6 - 4 . モー ド の 自動 移行 
コネ クト し た 時 に 、 自 動 的 に コン バー スモ ー ド や トラ ンス ペア レン ト モー ド に 移行 する こと が で きま す 。 ここ 
で は 、 モ ー ド の 自動 移行 に 関係 する コマ ンド を 説明 し ます 。 


6-4-1 . NOMODE コマ ンド 

省略 形 : NO 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON OFF 
使用 例 : NO OFF 

機 能 : モー ド の 自動 移行 を や め る か どう か 、 を 設定 し ます 。 
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「ON 」 の 時 は 、 自 動 移行 は し ませ ん 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 自 動 移 行 し ます 。 移 行 す る モー ド や タイ ミン グ は CONMODE , NEWMODE コ 


マン ド で 設定 し ます 。 


6-4-2.CONMODE コマ ンド 

省略 形 : CONM 初期 値 :Convers 設定 範囲 1:Convers /Trans 

使用 例 : CONM C 

機 能 : モー ド の 自動 移行 を する と き 、 コ ン バ ー ス モー ド へ 移行 する の か 、 ト ラン スペ アレ ント モー ド に 移行 する の 
か を 設定 し ます 。 
「C 」 ま た は 「CONVERS 」 の 時 は 、 コ ン バ ー ス モー ドム へ 移行 し ます 。 
「 征 」 ま た は 「TRANS 」 の 時 は 、 ト ラン スペ アレ ント モー ドム 移行 し ます 。 


6-4-3.NEWMODE コマ ンド 

省略 形 : NE 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : NE OFF 

機 能 : モー ド の 自動 移行 を する タイ ミン グ を 設定 し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、 コ ネ ク ト コマ ンド を 入力 する と すぐ に 自動 移行 し ます 。 デ ィ ス コネ クト され る と 、 自 動 的 
に コマ ンド モー ド に 戻り ます 。 
「OFF 」 の 時 は 、 コ ネ ク ト 要求 に 対す る 確認 パケ ッ ト を 相手 か ら 受信 し 、 コ ネ ク ト が 完了 し た 
と き に 自動 移行 し ます 。 デ ィ ス コネ クト され て も コマ ンド モー ド に は 戻り ませ ん 。 


6-5. KI SS モー ド 
KI SS モー ド は 、 プ ロト コル 制御 を パソ コン 側 で 行なう 特殊 な モー ド で す 。KI SS モー ド 専用 の ソフ ト 


ウェ ア が 必要 と な り ま す 。 


6-5-1. KI SS コマ ンド 
省略 形 : KISS 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON OFF 
使用 例 : KISS ON 
機 能 : プロ トコ ル の 処理 を パソ コン 側 で お こ な う 、 特 殊 な モー ド へ 移行 する た め の コ マン ド で す 。KI SS モー 
ド に 対応 し た ソフ ト が 必要 で す 。 
「ON 」 に 設定 し た 後 、RESTART コマ ンド を 実行 する か 、RAM を バッ クア ッ プ し た 状態 で 再 立ち 
上 げす る と 、KI SS モー ド に 入り ます 。KI SS モー ド に 入っ た こと を 表示 する た め に 、(CON _L 
ED 、STA LED ) が (点灯 、 点 灯 ) っ ( 消灯 、 消 灯 ) を 6 回 繰り 返し ます 。 そ の 後 は 、 本 来 の L 
ED の 動作 に な り ま す 。 
KI SS モー ド か ら 抜 ける に は 、 以 下 の 4 種類 の 方 法 が あり ます 。 
① 再 立ち 上 げ 。( 電源 の OFF つ ON 。 ま た は スリ ー プ に 入っ て か ら ス リー プ 解 除 。) 
② バッ クア ッ プ 電源 を は ず し 、 バ ッ ク ア ッ プ 内 容 を 忘れ させ る 。 
③ KI SS モー ド 対応 ソフ ト か ら 、KI SS モー ド を 抜け る コマ ンド を 実行 する 。 
④ ター ミナ ル ソ フ ト か ら 、3 バイ ト の バイ ナリ デー タ $CO0 、$FF 、$CO を 送る 。 
注意 : 従来 の TNC で は 、 上 記 ②、③、④ の 方 法 で し か KI SS モー ド を 抜け る こと は で きま せん で し た 。 つ 
まり 、 一 度 KI SS モー ド に 入っ た ら 次 回 以降 は ずっ と KI SS モー ド に な っ て いま し た 。 し か し 、 モ 
ー ド の 抜け か た が 特殊 と な り 、 間 違っ て KI SS モー ド に 入っ た と き の リ カバ ー が 困難 に な り ま す 。 
本 ファ ー ム ウェ ア で は 、KI SS モー ド の ユー ザ の 利便 性 より も 、 パ ケッ ト 初心 者 の 落 
と し 穴 を 少な くす る 方 を 重視 し まし た 。 


7 . LED 
無線 モデ ム と し て の 動作 状態 を 表示 する た め 、 以 下 の 4 種類 の LED 用 端子 を 用 意 し て いま す 。 
これ ら は 、1 端子 あたり 1 0 mA まで の 電流 を 吸い 込め ます の で 、LED を 直接 駆動 する こと が で きま す 。 
ここ で 説明 する LED の 他 に 、GPS 用 に 1 本 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド 用 に 2 本 の LED 出力 が あり ます 。 こ れ 
ら に つい て の 説明 は 、GPS や メッ セー ジ ボ ー ド の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 な お 、 こ の 3 本 に つい て は 、LE 
D を 直接 駆動 させ る こと は で きま せん 。 
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7- 1 . DCDLED 端子 (CPU の 6 番 ピ ン ) 


無線 機 か ら の 信号 を 検出 し た 場合 に 、 点 灯 ( L 出力 ) し ます 。 
この LED が 点灯 し て いる と き は 、 パ ケッ ト を 送信 で きま せん 。 


7-2.CONLED 端子 (CPU の 7 番 ピ ン ) 
誰か と コネ クト し て いる 場合 に 、 点 灯 ( L 出力 ) し ます 。 
ディ スコ ネ ク ト する と 、 消 灯 ( H 出力 ) し ます 。 


7-3.STALED 端子 (CPU の 8 番 ピ ン ) 
送信 すべ き デ ー タ が 、 ま だ R AM の 中 に 残っ て いる 場合 に 、 点 灯 ( L 出力 ) し ます 。 


7-4.PTTLED 端子 (CPU の 9 番 ピ ン ) 
送信 中 ( 無線 機 の PTT を ON に し て いる 間 ) に 、 点 灯 (L 出力 ) し ます 。 


7-5.LED に 関係 する コマ ンド 
上 記 で 述べ た L ED の 動作 以外 に 、 コ マン ド の 状態 に より 特殊 な 点滅 パタ ー ン に な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら 
は 、 不 具合 で は あり ませ ん 。 


7-5-1.HEALLED コマ ンド 

省略 形 : HEAL 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON プ OFF 

使用 例 : HEAL ON 

機 能 : ファ ー ム ウェ ア が 正常 に 動作 し て いる か ( 暴走 し て いな いか ? ) を 、LED の 点滅 に よっ て 表示 し ます 。 
「ON 」 の 場合 は (CON 、STA ) が 、( 消灯 、 消 灯 ) っ ( 点灯 、 消 灯 ) 一 ( 消灯 、 消 灯 ) っ ( 消灯 、 
点灯 ) と 繰り 返し ます 。 交互 に 点灯 し て いる よう に 見 える で し ょ う 。 フ ァ ー ム ウェ ア が 正常 に 動作 し て いな 
い 場 合 は 、 こ の よう な 点滅 動作 が で きま せん 。 
「 OFF 」 の 場合 は 、 こ の よう な 点滅 動作 を し ませ ん 。 そ れ ぞ れ の L ED は 、 本 来 の 機能 に な 
り . ま ま 。 


8 . デジ ビー ト 機能 に つい て 
本 チッ プ セ ッ ト で は 、 パ ケッ ト デー タ の 中 継 局 と し て 動作 する こと が で きま す 。 こ の デジ ピー ト 機能 に 関係 す 
る コマ ンド を 説明 し ます 。 
また 、 従 来 の 弊社 の TNC に は な か っ た UI フレ ー ム の 特殊 中 継 機能 に つい て も 説明 し ます 。 


8 - 1 . デジ ビー ト 関係 コマ ンド 

8-1-1.DI GI PEAT コマ ンド 

省略 形 : DI G 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON プ OFF 

使用 例 : DI G ON 

機 能 : 中 継 局 に な る か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 中 継 局 と し て の 動作 を し ます 。 他 局 の パケ ッ ト の デジ ビート 経路 の 中 に 、MYCALL 
か MYALI AS が 含ま れ て いた 場合 は 、 そ の パケ ッ ト を 中 継 し ます 。 
「OFF 」 の 時 は 、 中 継 局 と し て の 動作 を し ませ ん 。 


8-1-2. MYALI AS コマ ンド 

省略 形 : MYA 初期 値 : - 設定 範囲 :6 文字 の 英 数 字 寺 SSID 

使用 例 :MYA JA3 4A4A4A-10 

機 能 : 中 継 局 専 肝 の コー ル サ イ ン を 設定 し ます 。 
MYCALL と 同じ 設定 に する と 、 正 常 な 動作 を し ませ ん 。SSI D を 変え て くだ さい 。 
ここ に コー ル サ イ ン 以 外 の 英 数 字 を 設定 し た 場合 は 、 後 述 す る HI D コマ ンド を ON に し て 、 ど の 局 が 中 
継 し て いる か を 送信 し て くだ さい 。 


8-1-3. HI D コマ ンド 
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省略 形 : HI D 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON /OFF 
使用 例 : HI D ON 
機 能 : HDLC -|ID を 自動 的 に 送信 する か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 中 継 局 と し て の 動作 を し て か ら 約 9 . 5 分 毎 に に | D コー ド を 自動 的 に 送信 し ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、| D コー ド の 自動 送信 は し ませ ん 。 
MYALI AS に コー ル サ イ ン 以 外 の 英 数 字 を 設定 し て いる 場合 は 、 こ の コマ ンド を ON に し て 、 ど の 
局 が 中 継 局 に な っ て いる の か を 知ら せ て くだ さい 。 


8-1-4.1 D コマ ンド 
省略 形 : | D 初期 値 : - 設定 範囲 :- 
使用 例 : 1 D 
機 能 : この コマ ンド を 発行 する と 、HDLC -|I D を 送信 し ます 。 
HI D コマ ンド が ON で な けれ ば 動作 し ませ ん 。 
ま た 、| D コー ド 送信 後 中 継 局 と し て 使用 され な い 場 合 は 、 こ の コマ ンド は 無効 で す 。 


8-2. UI デジ ピー ト 機能 の 概要 
特定 の 条件 に 合致 する U り | フレ ー ム を 中 継 する 機能 で す 。 
アメ リカ で 普及 し て いる APRS の シス テム は 、 こ こ で 説明 する UI デジ ピー ト 機能 に より 構成 され た ネッ ト 
ワー ク を 使用 し て いま す 。 ア メリ カ 全 土 を VHF の 単 一 周波 数 で カバ ー す る た め に 、 中 継 の 指示 の し か た や 、 不 
要 な 中 継 を 減ら す 方 法 な ど 、 い ろ ん な アイ ディ ア が 盛り 込ま れ て いま す 。 
従来 の デジ ピー ト 機能 で は 、 中 継 局 を 誰 に する か 特定 し て か ら 送信 し て いま し た 。 こ の UI デジ ピー ト 機能 を 
使え ば 、 中 継 局 と し て 「 聞こ えて いる 誰か 」 を 指定 する よう な イメ ー ジ で 運用 で きま す 。 


8-2-1 . 不要 な 中 継 を 少な くす る た め に 
UI デジ ピー ト で は 中 継 経路 を 明示 的 に 指定 し な い の で 、 同 じ フ レー ム を 中 継 し て し まう と 爆発 的 に 中 継 フレ 
ー ム が 増え て し まい 、 電 波 の 空き が 無く な っ て 送信 で き な く な る 可能 性 が あり ます 。 い く つか の 方 法 で 、 デ ジ ピ 


ー ト を 制限 する よう に し て いま す 。 


UI CHECK コマ ンド の 効果 

ー 度 聞 こえ た フレ ー ム は 、UI CHECK コマ ンド で 設定 し た 時 間 中 継 し ませ ん 。 こ れ に より 、 爆 発 的 
に 中 継 フ レー ム が 増え な いよ うに し て いま す 。 

UI デジ ピー ト で は 中 継 経路 情報 は さま ざま に 変化 し ます の で 、 変 化し な い 「 送信 元 コ ー ル サイ ン 」 と 「 
情報 の 内 容 」 と の CRC を 計算 ・ 記 憶 し て お き 、 こ の 値 を 比較 する こと に より 同一 フレ ー ム か どう か を 判断 
し て いま す 。 

UI CHECK コマ ンド の 効果 は 、 す べ て の UI デジ ピー ト 機能 に 対し て 有効 で す 。 


UI DWAI T コマ ンド の 効果 
通常 の D り 1 GIPEAT コマ ンド に よる 中 継 で は 、D WAI 丁 が 0O と 見 な され て いま す の で 、 他 の 電波 


が 途絶 えた ら す ぐに 中 継 出力 し ます 。 す ぐに 中 継 さ れる の で 、 一 見 いい こと の よう に 思わ れ ま す が 、 こ の こ 
と は 、 中 継 局 が 多数 存在 する と き に 中 継 フ レー ム が 衝突 し や すい こと を も 意味 し ます 。 も し 中 継 フ レー ム が 
衝突 し た 場合 、U り | フレ ー ム は 再送 信 さ れ ま せん の で 、 情 報 が 消滅 する こと に な り ま す 。 結局 無駄 な フレ ー 
ム が 送信 され て いた 事 に な り ま す 。 

UI デジ ピー ト に よる 中 継 で は 、PPERSI ST コマ ンド や DWAI T コマ ンド を 有効 に する こと 
で 、 中 継 フ レー ム が 衝突 する 可能 性 を 減ら すこ と が で きま す 。 


UI DI GI コマ ンド の 仕様 
UI DI GI コマ ンド に よる 中 継 の 条件 の 一 つ に 、「 自 局 が 中 継 し て いな いこ と 」 と いう も の が あり ます 。 


中 継 済 み リ スト の 中 に MYCALL が 入っ て いれ ば 、 中 継 し ませ ん 。 


UI FLOOD 、UI TRACE コマ ンド の 仕様 
UIFLOOD 、UI TRACE コマ ンド で は 、「 中 継 局 リス ト の コー ル サ イ ン 」 の 形式 に より 中継 段 数 


を 制限 する こと が で きま す 。 
「nameX -Y 」 の 形式 で 指定 する の で す が 、「 X 」 が 最大 中 継 段数 を 示し ます 。 
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SSI D 部 分 の 「 Y 」 は 、 残 り 中 継 段数 を 示し ます 。 従い まし て 、 最 大 中 継 段数 より も 多い 段数 の 中 継 
は 行わ れ ま せん 。 


UI SSI D コマ ンド の 仕様 
UI SSI D コマ ンド で は 、「 送信 先 コ ー ル サイ ン 」 の 形式 に より 中 継 段数 を 制限 する こと が で きま す 。 
「nameX -Y 」 の 形式 で 指定 する の で す が 、「 X 」 が 1 7 の 場合 、 最 大 中 継 段 数 を 示し ます 。S 
SI D 部 分 の 「 Y 」 は 、 残 り 中 継 段 数 を 示し ます 。 従 いま し て 、 最 大 中 継 段 数 より も 多い 段数 

の 中 継 は 行わ れ ま せん 。 


8-2-2. 各 コ マン ド の 使い 分 け ( 実際 の 運用 例 ) 
UI デジ ピー ト の 中 継 方 法 に は 、UI DIGI 、UIFLOOD 、UI TRACE 、UI SSI D の 4 つ 
の 方 法 が あり ます 。 こ れ ら の 動作 は 微妙 に 違う の で 使い 分 け の 例 を 示し て み ま す 。 


UI デジ ピー ト に 使用 する 中 継 コ ー ル の 使い 分 け (「 WI DE 」「TRACE 」「RELAY 」) 
出 力 が 大 きか っ た り 、 高 いと ころ に 設置 し て いた り 、 と いう よう に サー ビス エリ ア が 広く 、 か つ す ぐ 近く 
に 同様 の WI DE 局 が 無い 場合 に は 、「 WI DE 」 を 使い ます 。 
「TRACE 」 は 、 ど の WI DE 局 を 使っ た の か 調べ た いと き に 使う で し ょ うか ら 、「 WI DE 」 局 は 「 
TRACE 」 局 で も ある べき で し ょ う 。 
「RELAY 」 は 、WI DE 局 ま で の 中 継 を 行う 近 距 離 ・ 小 出力 の 中 継 局 で す 。 ほ と ん どの 局 が 「 REL 
AY 」 局 で ある べき で し ょ う 。 


UI DI GI コマ ンド に よる UI デジ ピー ト 
WI DE 局 に 直接 届か な い 場 合 に 、RELAY 局 を 経由 し て WI DE 局 に 伝え る こと が で きる 唯一 の 方 
法 で す 。 
UI デジ ピー ト の 動作 の 基本 と な る 動作 で す 。 


UI FLOOD コマ ンド に よる UI デジ ピー ト 
WI DE 指定 を いく つも 繰り 返す 場合 UI FLOOD コマ ンド に よる UI デジ ピー ト が 使用 で きれ 
ば 、 パ ケッ ト 長 を 短く する こと が で きま す 。 単 一 の 周波 数 を 大 勢 で 共有 する 事 に な り ま す の で 、 パ ケッ ト 長 
を 短く する こと は 、 よ り 多 く の 情 報 を 共有 で きる こと に つなが り ま す 。 
また 、 引 数 に 「FI RST 」 を 指定 し た 場合 、 最 初 に 中 継 し た WI DE 局 の コー ル サ イ ン が 残っ た まま 
と な り ま す 。 位 置 情報 を 含ん で いな く て も 、「 最初 に 中 継 し た WI _DE 局 の 近く に いる 」 と いう こと は 推測 で 
きま す 。 


UI TRACE コマ ンド に よる UI デジ ピー ト 
中 継 済み の 経路 が 残り ます の で 、 実 際 に どう いう 経路 を 通っ て きた か が わか り ま す 。 


UI SSI D コマ ンド に よる UI デジ ピー ト 
「 送信 先 コ ー ル サイ ン 」 の S SI D に よっ て 動作 が 変わ り ま す 。 
SSI D が 1 7 の 範囲 で あれ ば 、UI FLOOD より 短い パケ ッ ト 長 で 中 継 し て いく こと が で きま す 。 
SSI D が 8 ~1 5 の 範囲 で あれ ば 、WI DE 局 が 指定 し た 特定 の 方 向 の 経路 で 中 継 さ れ て 
いき ます 。 


8- 3 . UI デジ ビ ピート 機能 に 関係 する コマ ンド 

8-3-1 . UI CHECK コマ ンド 

省略 形 : UI C 初期 値 : 28 設定 範囲 :0 ~-250 

使用 例 :UIC 60 

機 能 : UI CHECK コマ ンド で 設定 し た 時 間 以 内 に 、 一 度 聞 こえ た UI フレ ー ム は 中 継 し ませ ん 。 
時 間 の 単位 は 、1 秒 単位 で す 。 
UI フレ ー ム の 「 送信 元 コ ー ル サイ ン 」 と 「 情報 ( パケ ッ ト の デー タ の 中 身 )」 と か ら 1 6 ビッ ト の CRC 
を 計算 ・ 記 憶 す る こと に より 、 同 一 フレ ー ム か どう か を 判断 し て いま す の で 、 違 う フ レー ム を 同一 フレ ー ム 
と 間違う 可能 性 は きわ め て 低く な っ て いま す 。 


8-3 
省略 形 
使用 例 


機 能 : 


8-3 
省略 形 
使用 例 


機 能 


8- 3 
省略 形 : 
使用 例 : 
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ー2 . UI DWAI 和 T コマ ンド 
: UI DW 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON ノ OFF 
: UIDW ON 
UI デジ ピー ト 機能 に よる 中 継 を 行う と き 、PPERSI ST コマ ンド や DWAI 本 コマ ンド の 設定 を 
有効 に する か どう か を 設定 し ます 。 従来 の ( DI GIPEAT コマ ンド に よる ) 中 継 で は 、PPERSIS 
TT コマ ンド や D WAI T コマ ンド の 設定 値 に 関係 な く 、 電 波 が 途絶 えた ら す ぐに 中 継 フ レー ム を 送信 し て 
いま し た 。 こ の 場合 、 中 継 フ ワレ ー ム が 衝突 し や すい の で 、 少 し で も 衝突 を 避け る た め に この コマ ンド を 用 意 
し まし た 。 
「ON 」 の と き は 、UI デジ ピー ト する と き 、PPERSI ST コマ ンド や DWAI T コマ ンド の 設定 
が 有効 と な り ま す 。 
「OFF 」 の と き は 、PPERSI ST コマ ンド や DWAI T コマ ンド の 設定 に 関係 な く 、 電 波 が と ぎれ 
た ら す ぐに 中 継 し ます 。 


ー3. UI DI GIl コマ ンド 
: UI 初期 値 :OFF ( 空っぽ ) 設定 範囲 : YOF Gall1[ ,GII2 ,GII3| ,GII4| ] ] 
: UI ON WI DE 、TRACE 、RELAY 
UI OFF %(Call を 「 空っぽ 」 に する 場合 
:「 OFF 」 ま た は Call が 未 設 定 の 時 は 、UI DI GI コマ ンド に よる 中 継 は し ませ ん 。Call を 未 
設定 に する た め に は 、Cal | 1 と し て 「 %」 を 指定 し て くだ さい 。 
「ON 」 か つ Cal Il が 設定 され て いれ ば 、 以 下 の 中 継 条 件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 し ます 。 な 
お 、 中 継 す る と き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中 継 し ます 。 
中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す フ レー ム 
UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 
未 中 継 局 リ スト の 先頭 が 、Cal | 1 Cal 1 4 の どれ か と 一 致し て いる フレ ー ム 
中 継 加工 処理 : 
未 中 継 局 リ スト の 先頭 を 、 中 継 済み フラ グ を 付加 し た MYCALL 設定 コー ル に 置き 換え る 
中 継 例 : UHG QNWDE MONL JAS**A の 場合 
JA* BGPS WEE WE: Frane1 っ JA3* BGPS JA3* だ だ, WEE: Frane1 
JA3* BCPS JA で , WEE: Frane2 っ JA3* BGPS JA3*C JAS** だ だ: Frane2 


ー イ 4 . UI FLOOD コマ ンド 
UI F 初期 値 :( 空っぽ ), NOI D 設定 範囲 : Nsnel ,nl ,IDNJDF RST 
UIF WI DE , FIRST 
UIF WI DE , 30 ,NOID (第 2 引数 に 数 字 を 指定 し て も エラ ー に な ら ない) 

UIF 9%(Name を 「 空っぽ 」 に する 場合 

Na me 部 分 は 、5 文字 以下 の 英 数 字 を 指定 し ます 。Na me が 未 設定 の 時 は 、UI FL 
OOD コマ ンド に よる 中 継 は し ませ ん 。Na me を 未 設定 に する た め に は 、Na me と し て 
「 %」 を 指定 し て くだ さい 。 
n 部 分 は 、 無 視 さ れ ま す が 、 指 定 し て も エラ ー に は な り ま せん 。 こ こ は 、 他 社 の TNC の UI FLOOD 
コマ ンド の 書式 で も エラ ー に な ら な いよ う 配慮 し て いま す 。 参考 ま で に 他社 の UI FLOOD コマ ンド で 
の 「n 」 は 、 本 チッ プ セ ッ ト で の UI CHECK コマ ンド に 相当 する パラ メー タ で す 。 
「1 D 」 が 設定 され て いれ ば 、 以 下 の 中 継 条件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 し ます 。 な お 、 中 継 す る と 
き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中継 し ます 。 
中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す オフ レー ム 

UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 

未 中 継 局 リス ト の 先頭 が 、「 Na meX -Y 」 の 形式 で ある こと 。X ,Y は 「1 -7 」 か つ X 生 Y 。 
(Y は SSI D で す ) 
中 継 加工 処理 : 
・ 中 継 済 み リ スト を 削除 

中 継 済 み フ ラグ を 付加 し た MYCALL 設定 コー ル を 挿入 

Y の 値 を - 1 する 
中 継 例 :UFLOOD WEF 1D MCALL JAS**A の 場合 
JA3**B>GPS WELE4-4:Frane1 っ JAS*B>GPS JA3** だ, WEE4- 3: Frane1 
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JA3* BCPS JA3YC, WPE4- 3: Frane2 。 つ JA3*B>GPS JA* 大 , WELE4- 2: Frane2 
JA1BBBzCPS JA1OO び , WPE4- 1: Frane3 。 つ JA1BBB>GPS, JAIAA, WELE4: Frane3 
( Y つま り SSI D が 1 か ら 0 に 変わ る ) 
JA3* BCPS JA3YY で , WPE4: Frane4 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い ( Y が O に な っ て いる ) の で UI FLOOD コマ ンド で は 中 
継 し な い 
JA *B>CPS W[F: Frane5 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い の で UI FLOOD コマ ンド で は 中 継 し な い 
JA * B>CPS TRACE4- 4: Frane6 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い ( Name が 一 致し て いな い ) の で UI FLOOD コ マン ド 
で は 中 継 し な い 
「NOI D 」 が 設定 され て いれ ば 、 以 下 の 中 継 条 件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 し ます 。 
な お 、 中 継 す る と き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中 継 し ます 。 
中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す フ レー ム 
UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 
未 中 継 局 リス ト の 先頭 が 、「 Na meX -Y 」 の 形式 で ある こと 。X ,Y は 「1 -7 」 か つ X 生 Y 。 
(Y は SSI D で す ) 
中 継 加工 処理 : 
Y の 値 を - 1 する 
中 継 例 : U FLOOD WEE NO D MOALL JA3**A の 場合 
JA * BPS WEE4- 4: Frane1 つ JA *BzGPS WELE4- 3: Frane1 
JA3* BCPS JAY で , WPE4- 3: Frane2 つっ JAS'* BGPS JA3** び ば , WPE4- 2 Frane2 
JA3* BCPS JA3Y び , WPE4- 1: Frane3 っ JAS'* BGPS JA ば * び , WEE4: Franw3 
( Y つま り SSI D が 1 か ら 0 に 変わ る ) 
JA3* BCPS JA で, WPE4: Frane4 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い ( Y が 0 に な っ て いる ) の で UI FLOOD コマ ンド で は 
中 継 し な い 
JA *B>CPS W[F: Frane5 
っ つっ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い の で UI FLOOD コマ ンド で は 中 継 し な い 
JA * B>CPS TRACE4- 4: Frane6 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い ( Na me が 一 致し て いな い ) の で UI FLOOD コ マン ド 
で は 中 継 し な い 
「FI RST 」 が 設定 され て いれ ば 、 以 下 の 中 継 条 件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 し ます 。 
な お 、 中 継 す る と き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中 継 し ます 。 
中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す フ レー ム 
UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 
未 中 継 局 リス ト の 先頭 が 、「 Na meX -Y 」 の 形式 で ある こと 。X ,Y は 「1 -7 」 か つ X 生 Y 。 
(Y は SSI D で す ) 
中 継 加工 処理 : 
最初 の 中 継 局 に な る と きだ け ( X ニ Y か つ 中 継 済み 局 が いな い 場 合 )、 中 継 済 み フ ラグ を 付加 し た MY 
CALL 設定 コー ル を 挿入 
Y の 値 を - 1 する 
中 継 例 : U FLOD WEE HH RST MOALL JA3**A の 場合 
JA3* BCPS WEE4- 4: Frane1 つ JAS*B>CPS JA* だ だ, WEE4- 3: Franw1 
( 最初 の 中 継 局 な の で MYCALL を 挿入 する ) 
JA3* BCPS JAY で, WPE4- 4: Frane1 っ JAS'* BGPS JAS* び , WPE4- 3: Frane1 
( 最初 の 中 継 選 で は な い の で 、MYCALL は 挿入 し な い ) 
JA3* BCPS JAY で, WPE4- 3: Frane2 っ JA3'* BGPS JA3* び ば , WPE4- 2 Frane2 
JA3* BCPS JA3Y び , WPE4- 1: Frane3 っ JAS'* BGPS JA* で , WEE4: Franw3 
( Y つま り SSI D が 1 か ら 0 に 変わ る ) 
JA3* BCPS JA で, WPE4: Frane4 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い ( Y が 0 に な っ て いる ) の で UI FLOOD コマ ンド で 
は 中 継 し な い 


39 
JA *B>CPS W[F: Frane5 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い の で UI FLOOD コマ ンド で は 中 継 し な い 
JA * B>CPS TRACE4- 4: Frane6 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い ( Na me が 一 致し て いな い ) の で UI FLOOD コ マン ド 
で は 中 継 し な い 


8-3-5.UI TRACE コマ ンド 
省略 形 : UI T 初期 値 :( 空っぽ ) 設定 範囲 : Na me 
使用 例 : UI T TRACE 
UI T %(Name を 「 空っぽ 」 に する 場合 
機 能 : Name 部 分 は 、5 文字 以下 の 英 数 字 を 指定 し ます 。Na me が 未 設定 の 時 は 、UI TRACE コマ ン 
ド に よる 中 継 は し ませ ん 。Na me を 未 設 定 に する た め に は 、Na me と し て 「 %」 を 指定 し て くだ さい 。 
Na me が 設定 され て いれ ば 、 以 下 の 中 継 条 件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 し ます 。 な お 、 中 継 す る と 
き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中 継 し ます 。 
中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す オフ レー ム 
UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 
未 中 継 局 リス ト の 先頭 が 、「 Na meX -Y 」 の 形式 で ある こと 。X ,Y は 「1 -7 」 か つ X 生 Y 。 
(Y は SSI D で す ) 
中 継 加工 処理 : 
中 継 済 み フ ラグ を 付加 し た MYCALL 設定 コー ル を 挿入 
Y の 値 を - 1 する 
中 継 例 : UTRACE TRACE MOALL JA3**A の 場合 
JA3* BCPS TRACE4- 4: Frane1 っ JAS**B>GPS JA3 ば だ, TRACE4- 3: Frane1 
JA3* BCPS JAY で, TRACE4- 3: Frane2 っ JA3*BGPS JA100C J AS" だ, TRACE4- 2 Frane2 
JA3* BCPS JA3YC JA DJA3*E, TRACE4- 1: Frane3 
つ JAS*B>CPS JA3*C JA DJA*E JA3** だ だ, TRACE4: Frane3 
JA3* BCPS JAY で, TRACE4: Frane4 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い ( Y が 0 に な っ て いる ) の で UI TRACE コマ ンド で は 
中 継 し な い 
JA *B>CPS TRACE: Frane5 
っ 「NameX -Y 」 の 形式 で は な い の で UI TRACE コマ ンド で は 中 継 し な い 
JA3** BCPS WELE4- 4: Frane6 
っ ー「NameX -Y 」 の 形式 で は な い (Na me が 一 致し て いな い ) の で UI TRAC 
E コマ ンド で は 中 継 し な い 


8-3-6. UI SSI D コマ ンド 
省略 形 : UI S 初期 値 :OFF 設定 範囲 :ON OFF 
使用 例 : UI S ON 
機 能 :「OFF 」 が 設定 され て いれ ば 、UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 は 行わ れ ま せん 。 
「ON 」 が 設定 され て いれ ば 、 送 り 先 コ ー ル サイ ン の S SI D に よっ て 中 継 条 件 ・ 中 継 加工 処理 が 変わ っ 
て きま す 。 
送り 先 コ ー ル サイ ン の S SI D が O の 場合 は 、UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 は 行わ れ ま せん 。 送 り 先 
コー ル サ イ ン の SSI D が 1 ~7 の 場合 は 、 以 下 の 中 継 条件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 し ます 。 な 
お 、 中 継 す る と き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中 継 し ます 。 
中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す フ レー ム 
UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 
UI SSI D コマ ンド が ON 
送り 先 コ ー ル サイ ン の SSI D が 1 ~7 
中 継 経路 に 未 中 継 局 が 無い こと 
中 継 加工 処理 : 
送り 先 コ ー ル サイ ン の SSI D を -1 する 
送り 先 コ ー ル サイ ン の SSI D を - 1 し た 結果 SSI D が 0 に な っ た ( つま り 自 局 が 最後 の 中 継 局 に 
な っ た ) 場合 、 中 継 済み フラ グ を 付加 し た MYCALL 設定 コー ル を 挿入 
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中 継 済み の 局 が 無い ( つま り 自 局 が 最初 の 中 継 局 に な る ) 場合 、 中 継 済 み フ ラグ を 付加 し た MYCALL 
設定 コー ル を 挿入 
中 継 例 : USSID QN MONL JA3**A の 場合 
JA * BS- 4 Frane1 つ JA*B>CPS- 3 JAY* ま 大: Frane1 
( 中 継 済 み の 局 が 無かっ た の で 、MYCALL を 挿入 ) 
JA * BPS- 3 JA YO: Frane2 つ JA3*B>GPS- 2 JA * び : Frane2 
JA * BPS- 1 JA *C: Frane3 つ JA3*B>CPS JA *C JA * ま 大: Frane3 
(SSI D が 0 に な る の で 、MYCALL を 挿入 ) 
JA3**B>GPS: Frane4 つ SSI D が 0 な の で UI SSI D コマ ンド で は 中 継 し な い 
JA3** BCPS- 4 W 正 : Frane5 未 中 継 局 が ある の で UI SSI D コマ ンド で は 中 継 し な い 送り 先 コ ー ル サイ 
ン の SSI D が 8 ~1 1 の 場合 は 、 以 下 の 中 継 条 件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 し ます 。 な お 、 中 
継 す る と き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中 継 し ます 。 
中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す フ レー ム 
UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 
UI SSI D コマ ンド が ON 
送り 先 コ ー ル サイ ン の SSI D が 8 ~11 
中 継 経路 に 未 中 継 局 が 無い こと 
中 継 加工 処理 : 
送り 先 コ ー ル サイ ン の SSI D を 0 に する 
中 継 済み リス ト の 最後 に 、 中 継 済 み フ ラグ を 付加 し た MYCALL 設定 コー ル を 挿入 
SSI D が 8 な ら NPATH コマ ンド 、SSI D が 9 な ら SPATH コマ ンド 、SSID が 10 
な ら EP ATH コマ ンド 、SSI D が 1 1 な ら WPATH コマ ンド 、 で 設定 され て いる 中 継 局 リス ト 
を 追加 ( 中 継 済み も 含め て 8 局 を 超え る 部 分 は 追加 され ませ ん 。) 
中 継 例 : USSID QN MONL JA3**A NPATH S1, S2 S3 の 場合 
JA * BS- 8 Frane1 つ JA*B>CPS JA * だ だ S1, S2 S3: Frane1 
JA3* BGPS- 8 IL, PP PB DL DE* : Frane2 
っ JAS'*B>CPS DI PP DB PA D5 JAS** だ だ , S1, S2: Frane2 
( 中 継 局 り スト は 8 局 を 越え る 分 は 追加 され な い ) 
JA3**B>GPS: Frane4 つ SSI D が 0 な の で UI SSI D コマ ンド で は 中 継 し な い 
JA3* BCPS- 8 WE: Frane5 一 未 中 継 局 が ある の で UI SSI D コマ ンド で は 中 継 し な い 


送り 先 コ ー ル サイ ン の SSI D が 12 15 の 場合 は 、 以 下 の 中 継 条 件 に すべ て 合致 する フレ ー ム を 中 継 

し ます 。 な お 、 中 継 す る と き に は 、 以 下 の 中 継 加工 処理 に より フレ ー ム を 加工 し て か ら 中 継 し ます 。 

中 継 条 件 : 以下 の すべ て を 満た す フ レー ム 

・UI CHECK コマ ンド で 設定 され た 時 間 内 で 、 初 め て 聞こ えた UI フレ ー ム 

・UI SSI D コマ ンド が ON 

・ 送 り 先 コ ー ル サイ ン の SSID が 12 ~15 

・ 中 継 経 路 に 未 中 継 局 が 無い こと 

中 継 加工 処理 : 

・ 送り 先 コ ー ル サイ ン の S SI D は その まま 残す 

・ デジ ピー ト 済み の 最初 の 中 継 局 1 局 だ け を 残し て 、 他 の 中 継 済み 局 リス ト 削除 

・ 中 継 済 み フ ラグ を 付加 し た MYCALL 設定 コー ル を 挿入 
SSI D が 12 な ら NPATH コマ ンド 、SSI D が 13 な ら SPATH コマ ンド 、SSID が 
1 4 な ら EPATH コマ ンド 、SSI D が 1 5 な ら WPATH コマ ンド 、 で 設定 され て いる 中 継 局 リ 
スト を 追加 ( 中 継 済み も 含め て 8 局 を 超え る 部 分 は 追加 され ませ ん 。) 

中 継 例 : U SSI D QN MONL JA3**A NPATH S1, S2 S3 の 場合 

JA3* BGPS- 12: Frane1 っ JAS**B>GPS- 12 JA3* だ だ S1, S2 S3: Frane1 

JA3* BGPS- 12 DI, PP DB PA DP': Frane2 っ JASY*B>GPS- 12 DI JA ば 大, S1, S2 S3: Frane2 

( 2 番目 以降 の 中 継 済み 局 リ スト は 削除 ) 

JA3** BCPS: Frane4 つ SSI D が 0 な の で UI SSI D コマ ンド で は 中 継 し な い 

JA3** BGPS- 12 WPE: Frane5 未 中 継 局 が ある の で UI SSI D コマ ンド で は 中 継 し な い 
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8-3-7.NPATH コマ ンド 
省略 形 : NPATH 初期 値 :( 空っぽ ) 設定 範囲 : コー ル サ イ ン 7 局 分 
使用 例 :NPATH JA3QST , JA3QRA 
NPATH %( 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する 場合 
機 能 : UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 に お いて 、 送 り 先 コ ー ル サイ ン の S SI D が 8 また は 1 2 の 時 に 、 中 継 
局 リス ト に 追加 する 中 継 経路 を 設定 し ます 。 
中 継 局 リス ト に 追加 し た 結果 、8 局 分 を 越え る 経路 に つい て は 追加 され ませ ん 。 
NP ATH 0 コマ ンド に よる 中 継 自体 は 行わ れ ま す 。 
た だ し 、 そ の 場合 追加 する 中 継 経路 が あり ませ ん の で 、 中 継 経路 の 追加 は 行わ れ ま せん 。 
NP ATH 人 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する た め に は 、「 %」 を 設定 し て くだ さい 。 


8-3-8.SPATH コマ ンド 
省略 形 : SPATH 初期 値 :( 空っぽ ) 設定 範囲 : コー ル サ イ ン 7 局 分 
使用 例 : SPATH JA3QST , JA3QRA 
SPATH %( 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する 場合 
機 能 : UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 に お いて 、 送 り 先 コ ー ル サイ ン の S SI D が 9 また は 1 3 の 時 に 、 中 
継 局 リス ト に 追加 する 中 継 経路 を 設定 し ます 。 
中 継 局 リ スト に 追加 し た 結果 、8 局 分 を 越え る 経路 に つい て は 追加 され ませ ん 。 
SPATH コマ ンド が 「 空っぽ 」 で も 、UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 自体 は 行わ れ ま す 。 
た だ し 、 そ の 場合 追加 する 中 継 経路 が あり ませ ん の で 、 中 継 経路 の 追加 は 行わ れ ま せん 。 
SPATH コマ ンド の 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する た め に は 、「 %」 を 設定 し て くだ さい 。 


8-3-9.EPATH コマ ンド 
省略 形 :EPATH 初期 値 :( 空っぽ ) 設定 範囲 : コー ル サ イ ン 7 局 分 
使用 例 :EPATH JA3QST ,JA3QRA 
EPATH %( 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する 場合 
機 能 : UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 に お いて 、 送 り 先 コ ー ル サイ ン の S SI D が 9 また は 13 の 時 に 、 中 
継 局 リ スト に 追加 する 中 継 経路 を 設定 し ます 。 
中 継 局 リ り スト に 追加 し た 結果 、8 局 分 を 越え る 経路 に つい て は 追加 され ませ ん 。 
EPATH コマ ンド が 「 空っぽ 」 で も 、UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 自体 は 行わ れ ま す 。 
た だ し 、 そ の 場合 追加 する 中 継 経路 が あり ませ ん の で 、 中 継 経路 の 追加 は 行わ れ ま せん 。 
EPATH コマ ンド の 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する た め に は 、「 %」 を 設定 し て くだ さい 。 


8-3-10. WPATH コマ ンド 
省略 形 : WPATH 初期 値 :( 空っぽ ) 設定 範囲 : コー ル サ イ ン 7 局 分 
使用 例 : WPATH JA3QST , JA3QRA 
WPATH %( 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する 場合 
機 能 : UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 に お いて 、 送 り 先 コ ー ル サイ ン の S SI D が 9 また は 1 3 の 時 に 、 中 
継 局 リス ト に 追加 する 中 継 経路 を 設定 し ます 。 
中 継 局 リス ト に 追加 し た 結果 、8 局 分 を 越え る 経路 に つい て は 追加 され ませ ん 。 
WP ATH コマ ンド が 「 空っぽ 」 で も 、UI SSI D コマ ンド に よる 中 継 自体 は 行わ れ ま す 。 
た だ し 、 そ の 場合 追加 する 中 継 経路 が あり ませ ん の で 、 中 継 経路 の 追加 は 行わ れ ま せん 。 
WP ATH コマ ンド の 設定 内 容 を 「 空っぽ 」 に する た め に は 、「 %」 を 設定 し て くだ さい 。 


9 . マル チコ ネ ク ト 機能 に つい て 
本 チッ プ セ ッ ト で は 、 最 大 1 0 局 を 相手 に 、 同 時 に 通信 する こと が で きま す 。 こ の マル チコ ネック ト 機能 に 関係 
する コマ ンド を 説明 し ます 。 
9- 1 . マル チコ ネ ク ト 関係 コマ ンド 
9-1-1.USERS コマ ンド 
省略 形 : US 初期 値 : 1 設定 範囲 IO0 -10 
使用 例 : US 10 
機 能 : マル チコ ネ ク ト の 最大 使用 キャン ネ ル 数 を 設定 し ます 。 
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「 0 」 の 時 は 、「 1 0 」 と 同じ で 1 0 チャ ン ネ ル の 設定 と な り ま す 。 
それ ぞ れ の チャ ン ネ ル は 「 スト リー ム 」 と 呼ば れ 、A スト リー ム か ら J スト リー ム ま で が 割り 当て られ ます 。 
メッ セー ジ ボ ー ド 専用 の K スト リー ム は 、 こ こ で の 設定 に は 関係 あり ませ ん 。 


9-1-2.STREAMSW コマ ンド 
省略 形 : STR 初期 値 :$0O1 設定 範囲 1:0 -$7F 
使用 例 :STR 1 
機 能 : スト リー ム 切 り 替 え コ ー ド を 設定 し ます 。 
この コマ ンド で 設定 し た コー ド ( 初期 値 で は 、[Qrl] キ ー を 押し な が ら [Al キー を 押す ) に 続い て 、[A ~[J] 
キ 
ー を 押す と 、 指 定 し た スト リー ム に 切り 替わり ます 。 範囲 外 の スト リー ム 名 に 切り 替え よう と する と 、「 ? 
Link out of range 」 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出 ます 。 
パケット を 受信 し た と き は 、 異 な る スト リー ム か ら の パケ ッ ト で も 、 ス トリ ー ム 切り 替え コー ド と スト リー 
ム 名 を 表示 し ます 。 


9-1-3.STREAMDB コマ ンド 

省略 形 : STREAMD 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON ノ OFF 

使用 例 :STREAMD ON 

機 能 : 受信 パケ ッ ト の 中 に スト リー ム 切 り 替 え コ ー ド が 入っ て いた 場合 、 ス トリ ー ム 切り 替え コー ド を ダブ ル で 
出力 する か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 ス トリ ー ム 切り 替え コー ド を ダブ ル で 表示 し ます 。 受信 パケ ッ ト の 中 に 含ま れ て いた スト 
リー ム 切 り 替え コー ド な の か 、 他 の スト リー ム の パケ ッ ト を 受信 し た た め の ス トリ ー ム 切り 替え コー ド な の 
か を 判断 する こと が で きま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 ス トリ ー ム 切り 替え コー ド を ダブ ル で 表示 し ませ ん 。 


9-1-4.LCSTREAM コマ ンド 

省略 形 : LCS 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON /OFF 

使用 例 : LCS ON 

機 能 : スト リー ム 切 り 替え コー ド に 続け て 入力 する [A て [J] の スト リー ム 名 を 入力 する 際 、 小 文字 で 入力 され た 文 
字 を 大 文字 に 変換 する か どう か 、 を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 ス トリ ー ム 名 を 小文字 で 入力 し て も 、 大 文字 に 変換 し ます 。 従 っ て 小文字 で 入力 し て も 、 
スト リー ム を 切り 替え る こと が で きま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 ス トリ ー ム 名 を 小文字 で 入力 し て も 、 大 文字 に 変換 し ませ ん 。 こ の 場合 は 、 
「? Link out of range 」 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出 ま す 。 


9-1-5.STREAMCA コマ ンド 

省略 形 : STREAMC 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 :STREAMC ON 

機 能 :・ マル チコ ネ ク ト 時 に パケ ッ ト を 受信 する と 、 ス トリ ー ム 名 と と も に コー ル サ イ ン も 表示 する か どう か 、 を 設 
定 し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、 ス トリ ー ム 名 と コー ル サ イ ン を 表示 し ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 コ ー ル サイ ン を 表示 し ませ ん 。 


1 0 . メッ セー ジ ボ ー ド 機能 に つい て 
本 ユニ ッ ト に は 、 簡 易 メ ッ セ ー ジ ボー ド 機能 が 搭載 され て いま す 。 パ ソコ ン 等 を 使わ ず 、 本 ユニ ッ ト だ け で 、 他 
局 か ら の メッ セー ジ 等 を 保存 ・ 書 込み が で きま す 。 
ここ で は 、「 メッ セー ジ ボ ー ド 機能 の 設定 コマンド 」「 メッ セー ジ の 操作 コマ ンド ( 管理 者 用 )」「 メッ セー ジ ボ ー 
ド に 関係 する LED 」 に 分 け て 説明 し ます 。 ま た 、「 メッ セー ジ ボ ー ド の 操作 コマ ンド ( 利用 者 用 )」 に つい て も 
、 説 明 し ます 。 


10- 1 . メッ セー ジ ボ ー ド 機能 の 設定 コマ ンド 
メッ セー ジ ボ ー ド の 動作 を 設定 する た め の コ マン ド で す 。 
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10-1-1. MBOD コマ ンド 

省略 形 : MB 初期 値 : OFF 設定 範囲 :ON /OFF 

使用 例 : MB ON 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド を 使用 する か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド を 使用 可能 に し ます 。 必 ず MY MCALL コマ ンド で メッ セー ジ ボ ー 
ド 専用 コー ル サ イ ン を 設定 し て お いて く だ さい 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド を 使用 禁止 に に し ます 。MBOD コマ ンド が OFF の 状態 で 、MYM 
CALL に コネ クト 要求 が 来 て も 、BUSY を 返す の で コネ クト され ませ ん 。 


10-1-2 . MYMCALL コマ ンド 

省略 形 : MY M 初期 値 : - 設定 範囲 :6 文字 の 英 数 字 二 SSID 

使用 例 :MYM JA3 AA4-1 1 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 専用 の コー ル サ イ ン を 設定 し ます 。 
MYCALL と 同じ 設定 に する と 、 正 常 な 動作 を し ませ ん 。SSI D を 変え て くだ さい 。 
MYMCALL が 設定 され て いな い 場 合 は 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド を 使用 する こと が で きま せん 。 
MYMCALL に 設定 し た コー ル サ イ ン は 、 デ ジ ピ ー タ ( 中 継 局 ) と し て の 動作 を し ませ ん 。 


10-1-3 . TOUT コマ ンド 

省略 形 : TOUT 初期 値 : 30 設定 範囲 :0 -250 

使用 例 : TOUT 12 

機能: メッセージ ボ ー ド の タイ ム ア ウ ト 時 間 を 設定 し ます 。 単位 は 1 0s で す 。 
メッ セー ジ ボ ー ド に コネ クト され た 状態 で 、TOUT コマ ンド で 設定 され た 時 間 相 手 の パ ケッ ト を 受信 で き 
な か っ た と き に 、 自 動 的 に 無 条 件 で ディ スコ ネ ク ト し ます 。 


10-1-4 . ROUTE コマ ンド 

省略 形 : ROU 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON /OFF 

使用 例 : ROU OFF 

機能 : 転送 型 BBS か ら F WD 転送 を 受け た と き 、 転 送 局 ルー ト の 情報 を 入れ て 記憶 する か 、 削 除 し て 記憶 する 
か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 転 送 ル ー ト の 行 を 入れ て F WD 転送 を 受け ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 転 送 ルー ト の 行 を 削除 し て F WD 転送 を 受け ます 。 


10-1-5. OVERKI LL コマ ンド 
省略 形 : OVE 初期 値 : 0O 設定 範囲 10 -255 
機能: メッ セー ジ ボ ー ド の メモ リ の 残 量 より 大 きい メッ セー ジ を 書 込 も うと し た と き に 、 
too | ong 
try again 
cancel ed your message 
と いう エラー メッセー ジ を 送信 し 、 メ ッ セ ー ジ を 受け 付け ませ ん 。 こ の と き 、 古 い メ ッ セ ー ジ か ら 自動 的 に 
消去 し て 、 メ モリ の 残 量 を 増やす こと が で きま す 。 
この コマ ンド は 、 自 動 消去 する メッ セー ジ の 数 を 設定 し ます 。 
「 0 」 を 設定 すれ ば 、 メ ッ セ ー ジ の 自動 消去 を し ませ ん 。 


10-1-6.EXTCLR コマ ンド 
省略 形 : EXTC 初期 値 : - 設定 範 囲 :- 
使用 例 : EXTC 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 用 メモ リ を すべ て 初期 化し ます 。 


10 一 1 -7.LOG コマ ンド 

省略 形 : LOG 初期 値 : - 設定 範囲 : - 

使用 例 : LOG 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド に コネ クト し た 局 の リス ト を 、 最 新 の 1 8 局 分 表示 し ます 。 
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DAYTI ME コマ ンド で 日 付 を 設定 し て いる 場合 は 、 コ ネ ク ト し た 時 間 も 付 加 し ます 。 
RESTART コマ ンド や 電源 の OFF で 、 リ スト は 消去 され ます 。 使 用 例 : OVE 10 


10-2. メッ セー ジ の 操作 コマ ンド ( 管理 者 用 ) 
通常 メッ セー ジ ボ ー ド は 、 他 の 局 が コネ クト し て き て 、 メ ッ セ ー ジ を 書 込 ん だ り 読み出し た り し ます 。 し か し 、 
メッ セージ ボ ー ド 管理 者 が 、 タ ー ミ ナル ソフ ト か ら メ ッ セ ー ジ ボー ド の 管理 を する た め の コ マン ド も 用 意 し て いま す 。 


10-2- 1 . FI LE コマ ンド 

省略 形 : FI 初期 値 :- 設 定 範 囲 :- 

使用 例 : FI 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 内 に ある すべ て の メッ セー ジ の リス ト を 表示 する コマ ンド で す 。 


10-2-2.LI S 丁 コマ ンド 

省略 形 : Ll 初期 値 :- 設 定 範囲 :- 

使用 例 : LI 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 内 に ある 、 他 局 発 で 他 局 宛て の メッ セー ジ を 除く 、 メ ッ セ ー ジ の リス ト を 表示 する コマ 
ンド で す 。 


10-2ー3. MI NE コマ ンド 

省略 形 : MI 初期 値 :- 設 定 範囲 :- 

使用 例 : MI 

機 能 :・ メッ セー ジ ボ ー ド 内 に ある 、 自 局 宛て また は 自 局 発 の メッ セー ジ どの リス ト を 表示 する コマ ンド 
で す 。 


10-2-4.READ コマ ンド 
省略 形 : R 初期 値 :- 設 定 範囲 In1 ,n2 ,..…. 
使用 例 : R 2 
機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 内 の メッ セー ジ を 読む た め の コ マン ド で す 。 
読み た い メ ッ セ ー ジ 番号 を 指定 し て く だ さい 。 
複数 の メッ セー ジ を 読み た い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の メッ セー ジ 番 号 を カン マ で 区 切っ て 指定 し て く だ さい 。 


10-2ー5. WRI TE コマ ンド 
省略 形 : W 初期 値 : - 設定 範囲 :call 
使用 例 : W JA3 4 人 AA ( 特定 の 局 だ け に 読ま せ た い メッ セー ジ を 書き 込む 場合 ) 
W ( 誰 で も 読め る メッ セージ を 書き 込む 場合 
機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 内 に メッ セー ジ を 書き 込む た め の コ マン ド で す 。 
パラ メー タ と し て コー ル サ イ ン を 入力 する と 、 そ の 局 だ けが 読む こと が で きる メッ セー ジ を 書き 込む こと が 
で きま す 。 パ ラメ ー タ を 省略 し た 場合 、 相 手 は 「 ALL 」 と な り 、 誰 で も 読め る メッ セー ジ に な り ま す 。 
この コマ ンド を 実行 する と 、「Subject : 」 と 表示 され 、 タ イト ル の 入力 を 要求 され ます 。 全角 文字 
な ら 1 5 文字 、 半 角 文 字 な ら 30 文字 以内 で 、 見 出し を 入力 し て く だ さい 。 
見 出し を 入力 する と 、「Message : 」 と 表示 され 、 本 文 の 入力 を 要求 され ます 。 メ ッ セ ー ジ の 本 文 を 
書き 込ん で くだ さい 。 
書込み を 終了 する 時 は 、[ [Crl-4 [CN また は [EX [と 入力 し て くだ さい 。 
書込み の 途中 で 、 メ モリ の 残 量 を 越え る と 、 自 動 的 に 書込み を 終了 し 、 そ の メッ セー ジ は 消去 
され ます 。 


10-2-6.KI LL コマ ンド 

省略 形 : KI 初期 値 :- 設 定 範囲 :n1 ,.… な ど 

使用 例 : KI n (指定 し た メッ セー ジ を 消去 する 場合 
KI _n ,n ,n ,.. ( 複数 の 指定 し た メッ セー ジ を 消去 する 場合 
KI % (メッ セー ジ 番 号 の 小さ い 順 に 1 0 個 消 去 する 場合 
KI & (メッ セー ジ 番 号 の 大 きい 順に 1 0 個 消去 する 場合 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 内 の メッ セー ジ を 消去 する た め の コ マン ド で す 。 
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消去 し た い メ ッ セ ー ジ の メッ セー ジ 番 号 を 指定 し て くだ さい 。 カ ンマ で 区 切っ て 、 複 数 の メッ セー ジ を 消去 
する こと も で きま す 。 

パラ メー タ と し て 「 %」 を 入力 する と 、 メ ッ セ ー ジ 番号 の 小さ い 順 に 1 0 個 の メッ セー ジ を 消去 し ます 。 
パラ メー タ と し て 「 &」 を 入力 する と 、 メ ッ セ ー ジ 番号 の 大 きい 順に 1 0 個 の メッ セー ジ を 消去 し ます 。 


10-3 . メッ セー ジ ボ ー ド に 関係 する LED 
メッ セージ ボー ド に 関係 する LED に は 、 以 下 の 2 つが あり ます 。 ま た 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド の LED に 関 


係 す る コマ ンド も 説明 し ます 。 


10-3-1.MBODLED 端子 (CPU の 59 番 ピ ン ) 

CPU の 59 番 ピ ン は 、MBODLED 端子 で す 。 

メッ セー ジ ボ ー ド に 誰か が コネ クト し て いる と き に 、「L 」 を 出力 (LED が 点灯 ) し ます 。 そ れ 以 外 は 、「 H」 
を 出力 (LED が 消灯 ) し ます 。 

LED を 直接 駆動 する こと は で きま せん 。 駆 動 回 路 を 用 意 し て くだ さい 。 


10-3-2.MAI LLED 端子 (CPU の 60 番 ピ ン ) 

CPU の 60 番 ピ ン は 、MAI LLED 端子 で す 。 

メッ セー ジ ボ ー ド に 自 局 宛て の メッ セー ジ が あり 、 か つ 後 述 す る MAI L コマ ンド が 「ON 」 の 
場合 「 L 」 を 出力 (LED が か が 点灯) し ます 。 そ れ 以 外 は 、「 H 」 を 出力 (LED が 消灯 ) し ます 。 
LED を 直接 駆動 する こと は で きま せん 。 駆動 回 路 を 用 意 し て くだ さい 。 


10-3-3. MAI L コマ ンド 

省略 形 : MAI 初期 値 :OFF 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : MAI ON 

機 能 : MAILLED 端子 の 機能 を 使用 する か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド に 自 局 宛 て の メッ セー ジ が ある と き に 、MAI LLED 端子 に 「L 」 
を 出力 し ます 。 そ れ 以 外 で は 「H 」 を 出力 し て いま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、MAI LLED 端子 に は 常に 「 H 」 を 出力 し ます 。 


10-4 . メッ セー ジ の 操作 コマ ンド ( 利用 者 用 ) 

メッ セー ジ ボ ー ド に コネ クト し た 場合 、 以 下 の メ ッ セージ ボー ド 操作 コマ ンド を 使う こと が で きま す 。 一 般 の 利 
用 者 は 、 こ れ ら を 使う こと に な り ま す 。 

これ ら は 、 コ マン ド モー ド で 動作 する コマ ンド で は あり ませ ん 。 コ ン バ ー ス モー ド 等 で 、 コ マン ド 文字 列 の パケ 
ッ ト を 送信 する こと に より 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド を 操作 し ます 。 


10-4--1 . W コマ ンド 
省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 :call 
使用 例 :W JA1 4 人 AA ( 特定 の 局 だ け に 読ま せ た い メッ セー ジ を 書き 込む 場合 ) 
W ( 誰 で も 読め る メッ セージ を 書き 込む 場合 
機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド 内 に メッ セー ジ を 書き 込む た め の コ マン ド で す 。 
パラ メー タ と し て コー ル サ イ ン を 入力 する と 、 そ の 局 だ けが 読む こと が で きる メッ セー ジ を 書き 込む こと が 
で きま す 。 パ ラメ ー タ を 省略 し た 場合 、 相 手 は 「 ALL 」 と な り 、 誰 で も 読め る メッ セー ジ に な り ま す 。 
利用 者 が この コマ ンド を 送信 する と 、「Subject : 」 と いう 文字 が 返っ て き て 、 タ イト ル の 入力 を 
要求 され ます 。 全 角 文 字 な ら 1 5 文字 、 半 角 文 字 な ら 30 文字 以内 で 、 見 出し を 送信 し て くだ さい 。 
見 出し を 送信 する と 、「Message : 」 と いう 文字 が 返っ て き て 、 本 文 の 入力 を 要求 され ます 。 メ ッ 
セー ジ の 本 文 を 送信 し て く だ さい 。 
書込み を 終了 する 時 は 、[ [Crl-4 [CN また は [ ノ E X [QR と 送信 し て くだ さい 。 
書込み の 途中 で 、 メ モリ の 残 量 を 越え る と 、 自 動 的 に 書込み を 終了 し 、 そ の メッ セージ は 消去 され ます 。 


10-4-2. B コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 :- 

使用 例 : B 

機 能 : メッ セー ジ ボ ー ド に 対し て ディ スコ ネ ク ト し ます 。 
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10-4-3.F コマ ンド 
省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 :- 
使用 例 : F 
機 能 : 最近 の 20 個 の メッ セー ジ どの リス ト を 表示 し ます 。 
二 回 目 か ら の F コマ ンド で 、 次 の 2 0 個 の メッ セー ジ の リス ト を 表示 し ます 。 


10-4-4. M コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 :- 

使用 例 : M 

機 能 : 最近 の 20 個 の 自 局 発 また は 自 局 宛 の メッ セー ジ の リス ト を 表示 し ます 。 
二 回 目 か ら の M コマ ンド で 、 次 の 2 0 個 の メッ セー ジ の リス ト を 表示 し ます 。 


10-4-5. L コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 : - 

使用 例 : L 

機 能 : 読む こと が で きる すべ て の メッ セー ジ の リス ト を 表示 し ます 。 
他 局 発 他 局 宛 て の メッ セー ジ は 読む こと が で きま せん の で 、 こ れ ら の メッ セー ジ の リス ト は 表示 
され ませ ん 。 

10-4-6. R コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 : n 

使用 例 : R 2 

機 能 : 指定 し た メッ セー ジ 番 号 の メッ セー ジ を 読み ます 。 


10 4-7. A コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 : - 

使用 例 : A 

機 能 : メッ セー ジ や リス ト の 読み 出し を 中 断 し ます 。 


10-4-8. J コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 :- 

使用 例 : J 

機 能 : この メッ セー ジ ボ ー ド に コネ クト し た 局 の コー ル サ イ ン を 表示 し ます 。 


10-4-9.K コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 : n 

使用 例 : K 3 

機 能 : 指定 し た メッ セー ジ 番 号 の メッ セー ジ を 、 消 去 し ます 。 


10-4-10.H コマ ンド 

省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 : - 
使用 例 : H 

機 能 : コマ ンド 一覧 を 英語 で 表示 し ます 。 


10-4-1 1 . ? コ マン ド 
省略 形 : - 初期 値 : - 設定 範囲 :- 
使用 例 : ? 
機 能 : コマ ンド 一覧 を 日 本 語 で 表示 し ます 。 
た だ し 、KNJ コマ ンド が OFF に な っ て いる と 、 英 語 表 試 H コマ ンド と 同じ ) と な り ま す 。 
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1 1 . その 他 の コマ ンド 
これ まで に 分 類 で き な か っ た コマ ンド を 集め まし た 。 
〇 再起 動 コ マン ド RESTART 、 初 期 化 コマ ンド RESET 
〇 設定 内 容 一 覧 表示 コマ ンド DI SPLAY 
〇 ター ミナ ル ソ フ ト に 依存 する 表示 形式 の 設定 BBSMSGS 、RXBLOCK 
〇 日 付 ・ 時刻 の 設定 ・ 表 示方 法 指定 DAYTI ME 、DAYUSA 、DAYSTAMP 
OR AM の チェ ッ ク コ マン ド RAMTEST 


11-1 . 再起 動 ・ 初 期 化 

11-1-1. RESTART コマ ンド 

省略 形 :RESTART 初期 値 : - 設定 範囲 : - 

使用 例 : RESTART 

機 能 : 再起 動 し ます 。 バ ッ ク ア ッ プ され て いれ ば 、 バ ッ ク ア ッ プ され て いる 内 容 に 従っ て 初期 化 さ れ ま す 。 
ホス ト と の 通信 パラ メー タ の 設定 (AWLEN 、PARI TY ) や KI SS モー ド な ど 、 再 起動 し た と き 
だ け 反 映 さ れる コマ ンド が あり ます 。 こ れ ら の 設定 を 有効 に し た い 場 合 に 使っ て くだ さい 。 


11-1-2.RESET コマ ンド 
省略 形 :RESET 初期 値 : - 設定 範囲 :- 
使用 例 : RESET 
機 能 : バッ クア ッ プ され た 内 容 を すべ て 初期 値 に 設定 し 直し て か ら 、 再 起動 し ます 。 
いろ ん な パラ メー タ を 変更 し て し まっ て 、 ど ん な 状態 か わか ら な く な っ た と き な ど に 使っ て くだ さい 。 


11-2 . 設定 内 容 の 一 覧 表示 

11-2-1. DISPLAY コマ ンド 

省略 形 : DI SP 初期 値 : - 設定 範囲 : クラ ス 指 定 文 字 

使用 例 : DI SP ( 全 ク ラス の 一 覧 表示 ) 
DI SP T (タイ ミン グ 関 係 の 一 覧 表示 ) 

機 能 : 設定 され て いる パラ メー タ の 一 覧 表示 を し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 無い 場合 は 、 全 クラ ス の 一 覧 を 表示 し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 「 A 」 の 時 は 、COM ポー ト の 設定 に 関す る 一 覧 を 表示 し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 「 の 時 は 、 特 殊 文 字 の 設定 に 関す る 一 覧 を 表示 し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 「 の 時 は 、 ヘ ルス カウ ンタ の 一 覧 を 表示 し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 「 の 時 は 、| D 関連 の 一 覧 を 表示 し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 「 の 時 は 、 リ ンク の 設定 に 関す る 一 覧 を 表示 し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 「 の 時 は 、 モ ニタ に 関す る 一 覧 を 表示 し ます 。 
クラ ス 指 定 文字 が 「 の 時 は 、 タ イミ ング に 関す る 一 覧 を 表示 し ます 。 


」 
」 
」 
」 
」 
」 


ゴミ ビー ビー 虹 :QG 


11-3. 日 付 ・ 時 刻 の 設定 お よび 表示 形式 の 設定 

11-3-1.DAYTI ME コマ ンド 

省略 形 : DA 初期 値 : - 設定 範囲 :YYMMDDhhmmss 

使用 例 :DA 981016220000 (1998 年 10 月 16 日 22 :00 : 00 の 場合 

機 能 : 日 付 と 時 刻 を 設定 ・ 表 示し ます 。 
YY の 部 分 は 「 西暦 の 下 2 桁 」」MM の 部 分 は 「 月 (01 12 )」、DD の 部 分 は 「 日 (01~-31 )」 
、hh の 部 分 は 「 時 (00 ~23 )」、mm の 部 分 は 「 分 (00 ~59 )」、s s の 部 分 は 「 秒 (00 
59 )」 で す 。 
秒 を 省略 し た と き は 、「 0 0 秒 」 に 設定 され ます 。 
一 度 設定 され る と 、 電 源 を OFF する まで 自動 的 に 時 刻 を 更新 し て いき ます 。 
電源 を OFF に する と 、 設 定 内 容 が 失わ れる の で 、 次 回 の 電源 投入 時 に は DAYTI ME を 再度 設定 し て 
くだ さい 。 


11-3 -2.DAYUSA コマ ンド 
省略 形 : DAYU 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON プ OFF 
使用 例 : DAYU ON 
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機 能 : 日 付 の 表示 形式 を アメ リカ 式 に する か ヨー ロッ パ 式 に する か を 設定 し ます 。 
「 ON 」 の 時 は 、 日 付表 示 を アメ リカ 式 に 「 MM ノノ DD ノ YY 」 と し ます 。 例え ば 1998 年 
1 0 月 1 6 日 は 、1 0 /16 ノン 98 と な り ま す 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 日 付表 示 を ヨー ロッ パ 式 に 「 DD -MM -YY 」 と し ます 。 例 えば 1998 年 10 
月 1 6 日 は 、10 -Oct -98 と な り ま す 。 


11-3-3.DAYSTAMP コマ ンド 

省略 形 : DAYS 初期 値 : ON 設定 範囲 :ON OFF 

使用 例 : DAYS ON 

機 能 : コン バー スモ ー ド で [rl] キー を 押し な が ら [T を 押す と 、 時 刻 デ ー タ を 送信 し ます が 、 こ の 時 に 日 付 も 付け 
る か どう か を 設定 し ます 。 
「ON 」 の 時 は 、 日 付 も 付け ます 。 
「 OFF 」 の 時 は 、 日 付 を 付け ませ ん 。 


11-4. RAM チェ ッ ク の コマ ンド 

11-4-1 . RAMTEST コマ ンド 

省略 形 :RAMTEST 初期 値 : - 設 定 範囲 :- 

使用 例 : RAMTEST 

機 能 : RAM を クリ ア し た 後 、R AM の チェ ッ ク を 行ない ます 。 
R AM の 容量 と 、 エ ラー を 検出 し た アド レス を 表示 し ます 。 
RAMTEST を 抜け る に は 、 電 源 を 投入 し 直し て くだ さい 。 


1 2. トラ ブル シュ ー テ ィング 
代表 的 な トラ デル 例 を 記載 し ます の で 、 故 障 か な ? と 思わ れ た 場合 は まず 、 以 下 の 項目 に 目 を 通し て みて 
くだ さい 。 


1. 日 - 50U の 電源 を 入れ て も ( FUNCH げ U) 29- ト セー ゲ が 出 な い 。 
* 各 り ナル は 接続 され て いま すか ? 
* コッ" ュ - タ の 設定 は 合っ て いま すか ? 
* 使用 し て いる RS- 232C7-7 ル は トル - ト 977" で すか ? 
2 日 - 50U の 動作 が 異常 に な っ た 。 ま た は 動作 し なく な っ た 。 
* 動作 が 異常 と 思わ れる 場合 は 、 一 度 RESET する こと を お 勧め し ます 。 
>RESET する と 全て の ぅ X-9 は 初期 値 に 戻り ます の で 再 設定 が 必要 で す 。 
3. コッ ト ~ を 入力 する と 必ず ?EH が 表示 され る 。 
* コマ ツ ト ~ は 半角 で 入力 し て いま すか ? 
> 全角 文字 で は TNC は ヤッ "と し て 解釈 し ませ ん 。 
>LTEXT 等 の 人 文 設定 J ツ ト ~ の パ ヌー-9 部 分 以外 は 全て 半角 で 入力 し て く だ さい 。 
* コマ ド と パ ヌ - タ 間 に 空 白 (2 パ ” -2) は AA" - キ - で 入力 し て いま すか ? 
空白 を た ルキ - で 入力 する と コマ ツ ト ~ エラ ー に な り ま す 。 
4 受信 画面 に 時 々 変 な 文字 が で る 。 
* 漢字 ] コ - ト が 合っ て いま すか ? 
* PASSALL が で IN に な っ て いま せん か ? 
>PASSALL を び F に 設定 し て く だ さい 。 
5 受信 時 ( CN が 入る 毎 に 一 行 飛ば し に な る 。 
* コッ ピュ - タ の 通信 設定 で 受信 復 改 コ - ド を QRHLF に し て くだ さい 。 
6 画面 を 1 文字 入力 する の に 対し て 同じ 文字 が 2 文字 表示 され る 。 
* コッ” ュ - タ の 通信 設定 が 間違っ て いま せん か ? 
s コ ピュ ー タ の 通信 設定 の エコ ー パ ッ 2 を OF に 設定 する か 、TNC の EOHD コ ツ ト ~ を F に 設定 
し じ て く だ さい 。 


7 送信 文字 が 表示 され な い 。 
* コル ピュ - タ と TNC の 通信 設定 が 間違っ て いま せん か ? 
ツル ” ュ -9 と TNC の 両方 共に エコ - バ ッ ク を F に 設定 する と 、 送 信 文 字 が 表示 され ませ 
ん 。 ど ちら か を ① い 設定 し て くだ さい 。 
8 リト ライ が 多い 
* 運用 され て いる 周波 数 が 混ん で いま せん か ? 
> 混ん で いれ ば パト の 衝突 が 起き て いる 可能 性 が あり ます 。 
9. 電源 ON で リ も セット し て し まう 。 
* 9 ム 電 池 の 寿 命 で 設定 内 容 を 記憶 で き な く な っ て いる 場合 が あり ます 。 
> 当社 サービ ~ 窓口 まで ご 相談 く だ さい 。 
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